
２
３
０
人
以
上
を
他
州
に
緊
急
移
送

ｕ
ｚ
と
ブ
タ
ン
タ
ン
研
究
所

か
ら
の
緊
急
使
用
許
可
申
請

を
受
け
付
け
、
資
料
の
分
析

を
行
っ
て
い
る
が
、
１
４
日
、

両
者
に
対
し
て
「
デ
ー
タ
が

不
十
分
」
と
し
て
、
補
完
す

る
資
料
の
提
出
を
求
め
た
。

Ａ
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
と
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ワ
ク
チ

ン
で
は
３
１
・
３
％
、
コ
ロ
ナ

バ
ッ
ク
で
は
３
３
・
７
％
の
資

料
が
足
ら
な
い
と
の
判
断
と

な
っ
て
い
る
。

　

１
７
日
の
審
議
は
Ａ
Ｎ
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ａ
の
５
人
の
理
事
（
ア

ン
ト
ニ
オ
・
バ
ー
ラ
・
ト
ー

レ
ス
理
事
長
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・

マ
シ
ャ
ド
・
カ
ン
ポ
ス
氏
、
メ

イ
ル
ー
ゼ
・
ソ
ウ
ザ
・
フ
レ

イ
タ
ス
氏
、
ロ
ミ
ソ
ン
・
ロ
ド

リ
ゲ
ス
・
モ
タ
氏
、
ク
リ
ス

チ
ア
ー
ネ
・
ロ
ー
ゼ
・
ジ
ョ
ウ

ル
ダ
ン
・
ゴ
メ
ス
氏
）
の
投

票
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

　

５
人
の
理
事
は
全
員
、
ボ

ル
ソ
ナ
ロ
政
権
が
推
薦
・
氏

名
し
た
人
物
で
あ
る
た
め
、

一
部
で
は
「
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
に

は
不
利
な
の
で
は
な
い
か
」

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
再
燃
で
第
２
波
の
た
だ
中
に
あ
る
伯
国
だ
が
、

感
染
拡
大
が
よ
り
顕
著
な
上
、
重
症
患
者
を
収
容
で
き
る
公
立
病
院
が
州
都
に
し
か

な
い
事
な
ど
で
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ナ
ウ
ス
市
で
の
医
療
崩
壊
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

１
４
〜
１
５
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
同
州
で
は
１
５
日
も
他
州
へ
の
患

者
移
送
を
行
う
な
ど
し
て
、
患
者
救
済
を
試
み
る
一
方
、
連
邦
政
府
へ
の
支
援
要
請

も
出
し
て
い
る
が
、
状
況
は
一
朝
一
夕
で
は
解
決
で
き
な
い
ほ
ど
、
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
ブ
ラ
ジ
ル
杯
の

決
勝
が
、
リ
ベ
ル
タ
ド
ー
レ

ス
杯
の
関
係
上
、
日
程
が
組

め
ず
に
止
ま
っ
て
い
る
。
問

題
は
、
ど
ち
ら
も
決
勝
戦
に

パ
ル
メ
イ
ラ
ス
が
進
ん
だ
こ

と
に
あ
る
。
１
月
３
０
日
の

リ
杯
決
勝
で
サ
ン
ト
ス
が
勝

て
ば
、
ブ
杯
の
決
勝
は
２
月

大
を
示
す
兆
候
が
出
て
い
た

が
、
同
市
で
は
既
に
集
団
免

疫
が
で
き
て
い
る
と
い
う
調

査
報
告
が
出
た
事
で
、
早
期

に
対
策
を
取
ら
な
い
と
医
療

崩
壊
が
起
き
る
と
の
警
告
は

連
邦
政
府
か
ら
も
州
当
局
か

ら
も
無
視
さ
れ
た
と
い
う
。

　

だ
が
、
１
２
月
以
降
の
感

染
拡
大
は
第
１
波
よ
り
顕
著

で
、
１
月
に
入
っ
て
か
ら
は

入
院
者
数
や
死
者
数
、
埋
葬

者
数
が
急
速
に
増
え
、
酸
素

そ
の
他
の
医
療
資
材
の
不
足

も
深
刻
化
。
他
州
か
ら
の
支

援
の
ボ
ン
ベ
や
連
邦
政
府
か

ら
の
タ
ン
ク
輸
送
も
焼
け
石

に
水
で
、
１
４
日
に
は
「
病

院
が
（
ナ
チ
ス
の
ガ
ス
室
同

様
の
）
窒
息
室
と
化
し
た
」

と
の
衝
撃
的
な
表
現
が
使
わ

れ
る
状
況
に
陥
っ
た
。

　

１
４
日
現
在
の
同
州
の
感

染
者
は
２
２
万
３
３
６
０

人
、
死
者
は
５
９
３
０
人
で
、

同
日
の
マ
ナ
ウ
ス
市
の
新
規

入
院
者
２
５
４
人
（
内
陸
部

込
み
な
ら
２
５
８
人
）
は
新

記
録
を
再
更
新
し
た
。

　

各
地
か
ら
の
支
援
と
し
て

「
酸
素
不
足
で
病
院
が
窒
息
室
に
」

と
の
憶
測
も
飛
ん
で
い
る
。

そ
れ
は
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統

領
が
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
を
推
奨
し

て
い
る
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア

聖
州
知
事
と
敵
対
関
係
に
あ

り
、
中
国
を
か
ね
て
か
ら
毛

嫌
い
し
て
い
る
た
め
だ
。
だ

が
、
こ
れ
に
対
し
、
ト
ー
レ

ス
理
事
長
は
、「
審
議
が
連

邦
政
府
の
圧
力
を
受
け
る
こ

と
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
技

術
的
な
評
価
に
な
る
」
と
し

て
、
審
理
の
客
観
性
を
主
張

し
て
い
る
。

を
担
当
す
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
・
ワ
ク
チ
ン
と
、
聖
市
ブ

タ
ン
タ
ン
研
究
所
が
協
力
し
、

国
内
生
産
も
始
め
た
中
国
シ

ノ
バ
ッ
ク
社
の
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク

の
二
つ
だ
。

　

前
者
は
イ
ギ
リ
ス
や
イ
ン

ド
、
後
者
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

や
ト
ル
コ
な
ど
で
、
緊
急
使

用
の
形
の
予
防
接
種
が
は
じ

め
ら
れ
て
い
る
が
、
Ａ
Ｎ
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ａ
の
姿
勢
は
慎
重
だ
。

同
庁
は
８
日
に
Ｆ
ｉ
ｏ
ｃ
ｒ

　

１
７
日
、
国
家
衛
生
監
督

庁
（
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
が
、

二
つ
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
緊

急
使
用
を
巡
る
審
議
を
行

う
。
こ
の
審
議
の
結
果
、
使

用
が
認
め
ら
れ
れ
ば
接
種
が

す
ぐ
に
開
始
さ
れ
る
可
能
性

が
高
ま
る
。
１
５
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
１
７
日

に
審
議
す
る
の
は
、
英
国
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
ア
ス

ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
が
開
発
し
、

オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ク
ル
ス
財
団

（
Ｆ
ｉ
ｏ
ｃ
ｒ
ｕ
ｚ
）
が
伯

国
内
で
の
治
験
や
国
内
生
産

コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
の
気
に
な
る
点
は
？

さ
ら
に
７
地
区
が
オ
レ
ン
ジ
段
階

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
は
輸
入
に
課
題

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
も

１
３
日
、
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
の

有
効
率
が
５
０
・
３
８
％
と

発
表
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
、

「
そ
の
数
字
は
良
い
の
か
」

と
発
言
し
、
有
効
性
を
疑
っ

て
い
る
か
の
発
言
を
行
っ
た
も

の
の
、
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
承

認
し
た
場
合
は
、
同
ワ
ク
チ

ン
を
購
入
す
る
と
発
言
し
て

い
る
。

　

ブ
タ
ン
タ
ン
研
究
所
は
、

最
後
の
追
い
込
み
と
し
て
、

「
５
０
・
３
８
％
と
い
う
の
は

半
分
の
人
に
し
か
効
用
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」
と

い
う
こ
と
を
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ

て
説
明
し
、
国
民
を
説
得
し

て
い
る
。

　

同
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
率
は
、

他
の
ワ
ク
チ
ン
が
デ
ー
タ
と

し
て
省
い
た
、
医
師
の
診
察

や
治
療
を
必
要
と
し
な
い
、

ご
く
軽
症
の
感
染
症
例
を
含

ん
だ
数
字
で
あ
り
、
ワ
ク
チ

ＡＮＶＩＳＡ本部（Agencia Brasil）

国内外から支援届くも

聖州外出自粛規制

は
、
１
５
日
未
明
に
聖
州

グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
か
ら
の
空

軍
機
２
機
が
酸
素
ボ
ン
ベ

３
８
６
本
を
届
け
た
他
、
セ

ア
ラ
ー
、
ゴ
イ
ア
ス
、
ペ
ル

ナ
ン
ブ
コ
、
マ
ラ
ニ
ョ
ン
、
パ

ラ
イ
バ
、
ピ
ア
ウ
イ
、
北
大

河
、
連
邦
直
轄
区
が
感
染
者

２
３
５
人
を
受
け
入
れ
る
、

聖
州
な
ど
が
未
熟
児
の
受
け

入
れ
を
表
明
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
複
数
の
ア
ー
チ
ス
ト

も
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開

始
し
た
。

　

連
邦
政
府
は
１
２
日
、
酸

素
そ
の
他
の
資
材
調
達
は
州

や
市
の
責
任
と
し
た
が
、
検

察
庁
や
連
邦
司
法
支
援
局
そ

の
他
の
公
的
機
関
は
１
４
〜

１
５
日
に
連
邦
政
府
の
責
任

と
判
断
し
た
。
ア
マ
ゾ
ナ
ス

州
知
事
か
ら
の
支
援
要
請
を

受
け
、
外
務
省
は
１
４
日
、

大
量
の
酸
素
を
輸
送
で
き
る

大
型
貨
物
機
の
調
達
を
米
国

に
要
請
し
た
。

　

同
州
で
は
、
日
本
で
発
見

さ
れ
、
同
州
で
も
確
認
さ
れ

た
変
異
種
ウ
イ
ル
ス
に
３
０

歳
女
性
が
再
感
染
し
た
が
回

１
１
〜
１
７
日
の
い
ず
れ
か

に
な
る
が
、
パ
ル
メ
イ
ラ
ス

が
南
米
一
に
な
っ
た
場
合
は
、

２
月
に
行
わ
れ
る
ク
ラ
ブ
Ｗ

杯
に
出
場
し
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
る
た
め
、
ブ
杯
の
決

勝
は
２
月
２
８
〜
３
月
７
日

に
先
延
ば
し
と
な
る
。
パ
ル

メ
イ
ラ
ス
と
し
て
は
悲
願
の

世
界
一
を
目
指
し
た
い
と
こ

ろ
だ
ろ
う
が
、
ブ
杯
関
係
者

や
同
杯
決
勝
の
対
戦
相
手
と

な
る
グ
レ
ミ
オ
に
し
て
み
れ

ば
、「
早
く
決
ま
っ
て
ほ
し
い
」

と
や
き
も
き
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
４
日
も
聖
市
で
は
激
し

い
雨
が
降
り
、
被
害
報
告
が

相
次
い
で
い
る
。
聖
市
北
部

ブ
ラ
ジ
ラ
ン
ジ
ア
で
は
大
洪

水
が
起
き
て
、
保
健
所
に
水

が
流
れ
込
ん
だ
り
、
濁
流
に

囲
ま
れ
た
車
が
「
海
の
中
の

孤
島
」の
よ
う
な
状
態
と
な
っ

た
上
、
水
の
勢
い
で
転
覆
し

た
り
、
流
さ
れ
た
り
し
た
様

子
が
報
道
写
真
に
撮
ら
れ

て
、
話
題
と
な
っ
た
。
洪
水
、

冠
水
は
市
内
１
３
カ
所
で
起

き
た
と
い
う
。
ま
た
、
南
部

シ
ダ
ー
デ
・
ド
ゥ
ッ
ト
ラ
で
は

大
木
が
民
家
の
上
に
倒
れ
る

事
故
が
起
き
た
が
、
負
傷
者

は
出
な
か
っ
た
。
予
報
だ
と
、

向
こ
う
５
日
間
は
こ
の
よ
う

な
天
候
が
続
く
と
い
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

国
家
衛
生
監
督
庁
（
Ａ
Ｎ

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
は
１
７
日
に
、

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
二
つ
の
緊
急

使
用
を
め
ぐ
る
審
議
を
予
定

し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
許

可
が
出
な
け
れ
ば
、「
い
つ
に

な
っ
た
ら
ワ
ク
チ
ン
が
打
て
る

の
か
」
と
怒
る
人
も
出
る
だ

ろ
う
し
、
承
認
さ
れ
れ
ば
「
本

当
に
安
全
な
の
か
」
と
疑
う

人
も
出
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

は
遠
く
は
な
い
は
ず
な
の
で
、

落
ち
着
い
て
見
守
り
た
い
。

ル
を
提
示
し
て
落
札
し
た
Ｇ

Ｌ
イ
ヴ
ェ
ン
ツ
と
、
３
０
年

間
の
業
務
委
託
契
約
を
結
ん

だ
と
い
う
。

　

Ｇ
Ｌ
イ
ヴ
ェ
ン
ツ
に
は
今

後
３
０
年
間
、
２
０
２
０
年

で
創
業
５
０
周
年
を
迎
え
た

同
施
設
の
改
築
や
同
施
設
で

の
イ
ベ
ン
ト
運
営
、
周
辺
地

区
の
商
業
施
設
化
な
ど
を
行

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

同
施
設
は
長
年
、
聖
市

カ
ー
ニ
バ
ル
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
の
パ
レ
ー
ド
の
会

場
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
そ

の
他
の
国
際
イ
ベ
ン
ト
や
国

際
会
議
、
大
型
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
の
会
場
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
施
設
は
、
ジ
ョ
ア

ン
・
ド
リ
ア
現
聖
州
知
事
が

１
７
年
に
聖
市
市
長
に
就
任

し
た
頃
か
ら
、
民
営
化
路
線

の
筆
頭
格
と
し
て
考
え
ら
れ

て
い
た
。
当
時
の
計
画
で
は

完
全
に
売
却
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
所
有
権
は
市
に
残
し

た
ま
ま
、
運
営
権
を
委
託
す

る
と
い
う
形
に
な
っ
た
。

の
外
出
自
粛
規
制
の
見
直
し

を
行
い
、
１
地
区
が
５
段
階

中
最
下
位
の
赤
レ
ベ
ル
、
７

地
区
が
下
か
ら
２
番
目
の
オ

レ
ン
ジ
・
レ
ベ
ル
に
落
ち
た
。

大
聖
市
圏
は
変
わ
ら
ず
黄
レ

ベ
ル
（
３
番
目
）
だ
っ
た
。

１
５
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報

じ
て
い
る
。

　

前
回
（
８
日
）
の
見
直
し

は
２
月
５
日
ま
で
有
効
な
は

ず
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染

状
況
が
急
速
に
悪
化
し
、
感

染
者
が
１
５
９
万
８
２
９

人
、
死
者
が
４
万
９
２
８
９

人
に
達
し
た
た
め
、
早
め
ら

れ
た
。
聖
州
で
は
、
直
近
７

日
間
の
死
者
が
１
日
平
均

２
０
０
人
超
、
感
染
者
も

１
万
人
超
／
日
と
い
う
状
態

が
１
週
間
続
い
て
い
る
。
入

院
患
者
の
総
数
は
１
２
月
初

旬
か
ら
ず
っ
と
、
１
万
人
を

超
え
た
ま
ま
だ
。

　

今
回
の
査
定
に
よ
り
、
四

つ
あ
っ
た
オ
レ
ン
ジ
・
レ
ベ
ル

の
地
区
の
う
ち
、
マ
リ
リ
ア

地
区
が
赤
と
な
っ
た
。
こ
の

段
階
は
、
生
活
必
需
の
活
動

の
み
に
制
限
さ
れ
る
た
め
、

食
料
品
を
売
る
店
や
薬
局
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
公
共

交
通
機
関
、
教
会
、
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
の
み
が
可
能

と
な
る
。

　

こ
の
判
定
は
、
同
地
区
の

集
中
治
療
室
の
占
有
率
が

８
３
％
に
達
し
た
た
め
だ
。

　

他
方
、
オ
レ
ン
ジ
・
レ
ベ

ル
に
は
、
前
回
か
ら
の
ソ
ロ

カ
バ
、
プ
レ
ジ
デ
ン
テ
・
プ

ル
デ
ン
テ
、
レ
ジ
ス
ト
ロ
に

加
え
て
、
ア
ラ
サ
ト
ゥ
ー
バ
、

バ
ウ
ル
ー
、
フ
ラ
ン
カ
、
ピ

ラ
シ
カ
ー
バ
、
リ
ベ
イ
ロ
ン
・

プ
レ
ッ
ト
、
サ
ン
ジ
ョ
ゼ
・
ド
・

リ
オ・
プ
レ
ッ
ト
、タ
ウ
バ
テ
ー

の
７
地
区
が
加
わ
っ
た
。

　

前
回
か
ら
の
規
定
変
更

で
、
オ
レ
ン
ジ
の
地
区
で
は
、

美
容
院
、
ジ
ム
、
公
園
の
運

営
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
れ
ま
で
は
４
時
間
だ
っ

た
商
業
施
設
の
営
業
時
間

も
、
８
時
間
ま
で
伸
び
て
い

る
。
だ
が
、
バ
ー
の
運
営
は

認
め
ら
れ
な
い
。

　

黄
レ
ベ
ル
は
、
ア
ラ
ラ
ク

ア
ラ
、
バ
レ
ッ
ト
ス
、
サ
ン
ト

ス
海
岸
部
、
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
、

大
聖
市
圏
、
サ
ン
ジ
ョ
ア
ン
・

ダ
・
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
の
６

地
区
の
み
と
な
る
。
こ
の
レ
ベ

ル
で
は
、
商
業
施
設
は
１
０

時
間
の
営
業
活
動
（
一
般
の

商
店
は
２
２
時
、
バ
ー
は

２
０
時
ま
で
）
が
認
め
ら
れ

る
。
州
内
を
代
表
す
る
人
口

の
多
い
市
が
こ
こ
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
が
、
集
中
治
療
室
の

占
有
率
が
高
い
自
治
体
は
、

１
ラ
ン
ク
下
の
基
準
に
準
ず

る
よ
う
に
も
求
め
ら
れ
た
。

　

今
回
の
基
準
は
１
８
日
か

ら
有
効
と
な
る
。

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
新
型
コ
ロ

ナ
の
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
を

売
る
と
い
う
虚
偽
の
宣
伝
を

行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
い
る

の
で
注
意
す
る
よ
う
警

外国為替市況
中銀サイトより

1月15日午後 4時現在
米ドル相場

売　5.3042  R$
買　5.3032  R$

円相場
売　0.0511  R$
買　0.0508  R$

ア
ニ
ェ
ン
ビ
総
合
施
設
民
営
化

５
３
７
０
万
レ
で
３
０
年
契
約

マ
リ
リ
ア
は
最
低
レ
ベ
ル
に

ＡＮＶＩＳＡ

１
７
日
に
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
審
議

聖 市

予
防
接
種
使
っ
た
詐
欺
横
行

国
家
衛
生
監
督
庁
が
警
告
発
す

マナウス市内の病院の医療従事者達の姿と窮状は世界中
で報じられたと報じる１５日付Ｇ１サイトの記事の一部

　

１
４
日
付
伯
字
サ
イ

ト
に
よ
る
と
、
同
州
で

は
酸
素
欠
乏
で
窒
息
死

す
る
患
者
が
発
生
し
、

３
０
人
の
患
者
を
他
州

へ
移
送
す
る
必
要
が
生

じ
た
。
ま
た
、
窒
息
死

を
避
け
る
た
め
に
医
療

従
事
者
が
手
動
で
人
工

呼
吸
を
行
っ
て
い
る
様
子

や
、
医
師
達
が
自
家
用

車
で
酸
素
ボ
ン
ベ
を
病
院

に
運
ん
だ
り
、
市
民
が

酸
素
ボ
ン
ベ
確
保
に
奔

走
す
る
様
子
、
遺
体
保

存
用
の
冷
凍
車
な
ど
を
映
し

た
ビ
デ
オ
は
多
く
の
人
に
衝

撃
を
与
え
た
。

　

マ
ナ
ウ
ス
市
で
の
窮
状
は

国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
報

じ
ら
れ
、
７
州
の
州
都
と
連

邦
直
轄
区
が
患
者
を
受
け
入

れ
る
他
、
各
地
か
ら
酸
素
ボ

ン
ベ
が
届
く
な
ど
の
形
の
支

援
が
具
現
化
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
市
へ
の
酸
素
を
供
給

す
る
企
業
か
ら
の
要
請
を
受

け
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
が
支
援
を

約
束
す
る
な
ど
、
国
外
か
ら

も
支
援
の
手
が
伸
べ
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

同
州
の
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ク

ル
ス
財
団
（
Ｆ
ｉ
ｏ
ｃ
ｒ
ｕ

ｚ
）
研
究
員
の
ジ
ェ
ゼ
ム
・

オ
レ
ラ
ナ
氏
に
よ
る
と
、
マ

ナ
ウ
ス
市
で
は
８
月
に
死
者

減
少
が
止
ま
り
、
感
染
再
拡

　

国
家
衛
生
監
督
庁
（
Ａ
ｎ

ｖ
ｉ
ｓ
ａ
）
が
１
２
日
、
イ

復
し
て
い
た
事
も
確
認
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
変
異
種
が
同

州
の
感
染
再
燃
を
増
幅
し
た

可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
変
異

種
は
英
国
で
も
確
認
さ
れ
、

伯
国
な
ど
南
米
か
ら
の
旅
行

者
の
入
国
が
禁
じ
ら
れ
た
。

　

今
回
注
目
さ
れ
て
い
る

の
は
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
だ
が
、

医療崩壊の現実に全国衝撃マナウス市

（１） ２０２１（令和三）年第５６５３号  １月 １６日 （土曜日）

ン
そ
の
も
の
の
接
種
を
受
け

た
治
験
参
加
者
か
ら
は
、（
偽

薬
を
投
与
さ
れ
た
人
か
ら
は

出
た
）
重
症
者
や
入
院
を
必

要
と
す
る
中
程
度
の
症
状
を

呈
し
た
感
染
者
が
出
て
い
な

い
。
ま
た
、
医
師
の
診
察
を

必
要
と
し
た
軽
度
の
感
染
者

も
、
偽
薬
を
投
与
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
と
比
べ
、
７
８
％
少

な
か
っ
た
。

　

ま
た
、オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド・

ワ
ク
チ
ン
に
は
、
Ｆ
ｉ
ｏ
ｃ

ｒ
ｕ
ｚ
が
輸
入
先
と
し
て
あ

て
に
し
て
い
る
イ
ン
ド
が
国

内
需
要
を
優
先
し
、
他
国
へ

の
輸
出
に
難
色
を
示
し
て
い

る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
緊

急
使
用
許
可
が
同
ワ
ク
チ
ン

に
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
に
、
イ
ン
ド
が
輸
出
を

遅
ら
せ
れ
ば
、
伯
国
で
の
接

種
開
始
は
保
健
省
が
描
い
て

い
る
日
程
よ
り
も
遅
れ
る
。

１
１
月
以
降
の
感
染
第
２
波

は
全
国
的
な
も
の
。
１
２
月

１
２
日
の
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統

領
の
「
感
染
終
息
目
前
」
発

言
な
ど
に
よ
る
気
の
緩
み
や

年
末
年
始
の
人
出
増
で
、
今

年
に
入
っ
て
か
ら
の
感
染
者

や
死
者
の
増
加
傾
向
は
全
国

で
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

　

１
５
日
、
聖
州
保
健
局
が

前
回
か
ら
１
週
間
と
い
う
異

例
の
早
さ
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

聖
市
は
１
５
日
、
市
北
部

の
ア
ニ
ェ
ン
ビ
総
合
施
設
の

運
営
権
を
３
０
年
間
、
民
間

企
業
に
委
託
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。
聖
市
カ
ー
ニ
バ
ル

の
パ
レ
ー
ド
の
メ
イ
ン
会
場

で
も
あ
る
同
施
設
は
市
の
民

営
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
玉

だ
っ
た
。
１
５
日
付
伯
字
サ

イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
発
表
は
１
５
日
、
市

の
官
報
を
通
じ
て
行
わ
れ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
聖
市

は
、
１
３
日
に
行
っ
た
開
札

で
入
札
額
５
３
７
０
万
レ
ア

　

Ａ
ｎ
ｖ
ｉ
ｓ
ａ
は
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種
ワ

ク
チ
ン
の
売
買
を
行
っ
て
い
る

サ
イ
ト
や
グ
ル
ー
プ
に
関
す

る
情
報
を
見
つ
け
た
ら
、
同

庁
監
査
・
相
談
室(https://

w
w

w
1
0
.a

n
v
is

a
.

g
o
v.b

r/o
u
vid

o
ria/

CadastroProcedim
e

n
to

In
te

rn
e
tA

C
T
.

do?m
etodo=inicia )

に

連
絡
を
取
る
よ
う
に
も
求
め

た
。

告
を
発
し
た
と
同
日
付
ア

ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
が
報

じ
た
。

　

Ａ
ｎ
ｖ
ｉ
ｓ
ａ
が
出
し
た

声
明
に
よ
る
と
、
同
庁
は
こ

の
事
実
を
メ
デ
ィ
ア
の
報
道

に
よ
っ
て
知
っ
た
が
、
市
警
が

既
に
同
件
に
関
す
る
捜
査
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

Ａ
ｎ
ｖ
ｉ
ｓ
ａ
は
ま
だ
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
緊
急
使
用
許
可
申
請
を

受
け
た
の
み
で
、
現
段
階
で

は
、
正
式
な
使
用
登
録
は
お

ろ
か
、
緊
急
使
用
許
可
を
得

た
ワ
ク
チ
ン
さ
え
な
い
。

　

Ａ
ｎ
ｖ
ｉ
ｓ
ａ
が
登
録
ま

た
は
緊
急
使
用
を
許
可
し
て

い
な
い
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン

は
、
安
全
性
な
ど
が
保
証
さ

れ
て
お
ら
ず
、
健
康
上
の
リ

ス
ク
を
伴
う
た
め
、
売
買
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

Ａ
ｎ
ｖ
ｉ
ｓ
ａ
は
、
偽
物

の
薬
品
は
安
全
性
や
品
質
、

有
効
性
を
確
認
す
る
事
が
で

き
な
い
た
め
、
回
復
不
能
な

健
康
被
害
を
も
た
ら
す
可
能

性
が
あ
り
、
死
に
至
る
事
さ

え
あ
り
得
る
と
警
告
。
同
庁

が
正
式
に
承
認
し
た
り
、
国

外
の
し
か
る
べ
き
衛
生
監
査

機
関
が
承
認
し
た
会
社
の
み

が
薬
品
類
の
製
造
、
販
売
や

配
布
を
認
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
薬
は

購
入
し
た
り
使
っ
た
り
し
な

い
よ
う
に
と
明
言
し
た
。



与
よ

儀
ぎ

会
かい

長
ちょう

が保
ほ

健
けん

相
しょう

と面
めん

談
だん

チ
ャ
リ
ティ
ヨ
ガ
第だ

い

２
弾だ

ん

で

生せ
い

活か
つ

必ひ
つ

需じ
ゅ

品ひ
ん

を
140
世せ

帯た
い

に
配は

い

布ふ

援
えん

協
きょう

役
やく

員
いん

会
かい

本ほ
ん

紙し

へ
の
寄き

付ふ

者し
ゃ

芳ほ
う

名め
い

（２）２０２１（令和三）年 第５６５３号	 １月	１６日	（土曜日）

『
６
０
年ね

ん

史し

』
が
つ
い
に
完か

ん

成せ
い

Ｓ
Ｍ
Ａ
病び

ょ
う

院い
ん

増ぞ
う

床し
ょ
う

計け
い

画か
く

を
説せ

つ

明め
い

　

昨さ
く

年ね
ん

１
２
月が

つ

１
７
日に

ち

に
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

（
当と

う

時じ

・
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）

は
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
本ほ

ん

部ぶ

ビ
ル
で
１
２
月が

つ

の
定て

い

例れ
い

役や
く

員い
ん

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
た
。
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは

冒ぼ
う

頭と
う

挨あ
い

拶さ
つ

で
「
長な

が

い
４
年ね

ん

間か
ん

一い
っ

緒し
ょ

に
頑が

ん

張ば

っ
て
下く

だ

さ
り
有あ

り

難が
と

う
御ご

座ざ

い
ま
す
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
、
税さ

い

田た

清せ
い

七し
ち

新し
ん

会か
い

長ち
ょ
うへ

後ご

事じ

を
託た

く

し
た
。

　

が
、
ア
ヤ
が
個
人
的
に
そ
の
こ
と
を
批
判
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
世
の
中
が

変
わ
っ
て
行
く
わ
け
で
は
な
い
。
彼
女
と
し
て
は
、
今
起
き
つ
つ
あ
る
こ
の
現

象
を
、で
き
る
だ
け
冷
静
な
頭
で
判
断
し
、そ
の
先
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ

て
行
く
の
か
、
そ
れ
を
自
分
な
り
に
考
え
て
み
る
し
か
な
い
。

　

幸
い
、
彼
女
に
は
、
マ
ル
コ
ス
と
い
う
話
し
相
手
が
い
る
。

　

通
り
一
遍
の
世
間
話
で
終
わ
る
と
い
う
相
手
で
は
な
く
、
結
構
深
い
と
こ
ろ

ま
で
の
話
が
で
き
る
と
い
う
相
手
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
彼
の

よ
う
な
存
在
は
、
ア
ヤ
に
と
っ
て
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
の
よ
う
に
思
え
て
く

る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
こ
の
場
合
、
彼
女
に
と
っ
て
は
大
げ
さ
で
な
く
、

一
種
の
救
い
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
行
き
そ
う
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
マ
ル
コ
ス
も
、
日
本
語
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勉
強
の

場
を
失
う
こ
と
に
は
な
っ
た
が
、
し
か
し
実
際
に
は
、
ア
ヤ
と
の
デ
ー
ト
と
会

話
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
く
か
ら
、
日
本
語
の
勉
強
が
中
断
さ
れ
て

し
ま
う
と
い
う
意
味
は
持
た
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
今
度
の
社
会
の
急
激
な
変

化
は
、
彼
に
と
っ
て
さ
ら
に
日
本
語
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
方
向
に
向
か
っ

て
い
く
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

　

二
人
の
対
話
は
、
さ
ら
に
続
い
て
い
く
。

　

た
だ
、
こ
の
時
期
以
降
は
、
そ
の
時
流
に
あ
わ
せ
て
話
題
は
方
向
転
換
す
る
。

「
何
だ
か
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
急
に
世
間
が
騒
が
し
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
感
じ

ね
。
ど
こ
で
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
話
で
も
ち
き
り
だ
し
、
戦
争
の
話
も
い
ろ

い
ろ
聞
こ
え
て
く
る
し
。
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

マ
ル
コ
ス
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
だ
か
ら
、そ
れ
ほ
ど
感
じ
て
な
い
で
し
ょ
う
け
ど
、

最
近
の
情
勢
は
、
私
た
ち
の
よ
う
な
外
国
人
に
は
何
か
不
気
味
な
感
じ
を
与
え

る
わ
ね
。
私
た
ち
外
国
人
に
と
っ
て
、
世
界
大
戦
よ
り
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

方
が
も
っ
と
身
近
だ
し
、
切
実
な
問
題
で
も
あ
る
わ
。
現
に
、
日
本
人
移
民
の

間
で
は
、
こ
う
な
っ
た
ら
も
う
、
一
刻
も
早
く
日
本
へ
帰
っ
た
ほ
う
が
い
い
と

い
う
、
強
硬
な
意
見
も
出
て
き
て
い
る
み
た
い
ね
。

　

と
い
っ
て
、実
際
に
は
そ
う
簡
単
に
帰
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
け
ど
、

こ
う
い
う
と
き
は
、
論
理
的
な
も
の
よ
り
も
、
情
理
的
な
も
の
が
物
を
言
う
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
し
ら
。こ
こ
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
グ
ル
ー
プ
は
ま
ず
、

日
本
へ
帰
る
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
け
ど
、
上
塚
植
民
地
の
人
た
ち
の

多
く
は
、
日
本
へ
帰
る
と
い
う
こ
と
で
浮
き
足
立
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
ね
」

「
そ
の
気
持
ち
は
よ
く
分
か
る
気
が
し
ま
す
が
、
し
か
し
、
実
際
に
そ
の
人
た

ち
が
す
ぐ
に
で
も
日
本
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
。
つ
ま
り
、
金
銭
的

に
そ
れ
だ
け
の
条
件
が
備
わ
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。
僕

の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
誰
も
そ
う
い
う
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人
は

い
な
い
よ
う
で
す
ね
。
と
な
る
と
、気
持
ち
の
上
で
は
日
本
へ
帰
り
た
く
て
も
、

現
実
に
そ
れ
は
不
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
辺
に
大
き
な
問

題
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
」

「
そ
う
ね
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
だ
と
私
も
思
う
わ
。
た
だ
、
あ
の
人

た
ち
に
し
て
み
れ
ば
、
出
稼
ぎ
と
い
う
考
え
で
来
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
可

能
性
が
消
え
て
、
し
か
も
こ
の
先
、
日
本
人
と
し
て
こ
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
生
き
て

い
け
る
見
通
し
が
な
く
な
っ
て
い
く
と
し
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
日
本
へ

帰
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
理
屈
に
は
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
、
そ
れ
が
実

際
に
は
無
理
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら
余
計
、
そ
う
い
う
願
望
が

大
き
く
な
っ
て
、
あ
せ
り
ば
か
り
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
冷
た
い
よ
う
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
焦
り
の
中
で
は
、
な
か

な
か
正
し
い
判
断
は
下
せ
な
い
で
し
ょ
う
」

「
そ
の
点
、
ア
ヤ
た
ち
は
ど
う
な
る
の
か
な
。
同
じ
日
本
人
と
し
て
、
彼
ら
と

同
じ
よ
う
な
行
動
を
と
る
の
か
、
つ
ま
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
捨
て
て
一
刻
も
早
く

日
本
へ
帰
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
こ
の
国
を
安
住
の
地
と
定
め
て
こ
こ
で
生
き

て
い
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
だ
ね
」

（108）

住す

ん
で
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

 け
い系
文ぶ

ん

 が
く学
６
５
号ご

う

発は
っ

 か
ん刊

次じ

 ご
う号
か
ら
日に

ち

語ご

版ば
ん

縮し
ゅ
く

 し
ょ
う小
を
検け

ん

 と
う討

パズエロ保
ほ

健
けん

相
しょう

との面
めん

談
だん

（オスカー・カステロ・ブラン
コ州

しゅう

議
ぎ

フェイスブックより）

　

同ど
う

配は
い

布ふ

地ち

域い
き

に
は
推す

い

定て
い

約や
く

１
６
０
０
世せ

帯た
い

の
貧ひ

ん

困こ
ん

層そ
う

が

住す

ん
で
お
り
、
そ
の
中な

か

で
も

子こ

供ど
も

の
多お

お

い
家い

え

や
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

、

妊に
ん

婦ぷ

の
い
る
家か

庭て
い

な
ど
、
支し

援え
ん

の
必ひ

つ

要よ
う

性せ
い

が
よ
り
高た

か

い

１
４
０
世せ

帯た
い

に
優ゆ

う

先せ
ん

的て
き

に
支し

援え
ん

し
た
。

　

鈴す
ず

木き

さ
ん
は
「
こ
こ
に
住す

む
ほ
と
ん
ど
の
人ひ

と

は
、
身み

分ぶ
ん

証し
ょ
うや

納の
う

税ぜ
い

者し
ゃ

番ば
ん

号ご
う

（
Ｃ
Ｐ
Ｆ
）

を
持も

っ
て
お
ら
ず
、
安あ

ん

定て
い

し

た
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
うに

就つ

く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
に
コ
ロ
ナ
が
起お

き
て
貧ひ

ん

困こ
ん

レ
ベ
ル
が
悪あ

っ

化か

し
て

い
ま
す
」
と
配は

い

布ふ

地ち

区く

の
現げ

ん

状じ
ょ
うを

語か
た

る
。

　

こ
の
地ち

域い
き

に
は
以い

前ぜ
ん

か
ら

不ふ

法ほ
う

占せ
ん

拠き
ょ

者し
ゃ

が
多お

お

か
っ
た
が
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
失し

つ

業ぎ
ょ
うし

て
家や

賃ち
ん

が
払は

ら

え
な
く
な
り
、
こ
こ

に
移う

つ

り
住す

ん
だ
人ひ

と

が
増ふ

え
た

と
い
う
。
中な

か

に
は
リ
オ
・
デ
・

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
か
ら
流な

が

れ
着つ

い
た

家か

族ぞ
く

や
、
セ
ネ
ガ
ル
や
ハ
イ

チ
の
難な

ん

民み
ん

も
１
０
世せ

帯た
い

ほ
ど

す
る
寄き

付ふ

活か
つ

動ど
う

が
行お

こ
なわ

れ
た
。

　

同ど
う

イ
ベ
ン
ト
参さ

ん

加か

費ひ

と

寄き

付ふ

金き
ん

合あ

わ
せ
て
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

か
ら
約や

く

３
５
万ま

ん

円え
ん

（
約や

く

１
万ま

ん

７
５
０
０
レ
相そ

う

当と
う

）
と

当と
う

地ち

側が
わ

で
約や

く

１
７
０
０
レ
ア

ル
の
計け

い

１
万ま

ん

９
２
０
０
レ
が

集あ
つ

ま
っ
た
。
こ
の
寄き

付ふ

金き
ん

で
食

し
ょ
く

料り
ょ
うセ

ッ
ト(

米こ
め

、
豆ま

め

、パ
ス
タ
、

油あ
ぶ
ら、

小こ

麦む
ぎ

粉こ

、
砂さ

糖と
う

、
塩し

お

等な
ど

)

と
衛え

い

生せ
い

用よ
う

品ひ
ん(

洗せ
ん

剤ざ
い

、
石せ

っ

鹸け
ん

、
歯は

磨み
が

き
粉こ

等な
ど)

を
購こ

う

入
に
ゅ
う

し
、
配は

い

布ふ

さ
れ
た
。

　
【
既き

報ほ
う

関か
ん

連れ
ん

】
昨さ

く

年ね
ん

１
２

月が
つ

１
６
日に

ち

、
聖せ

い

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
うの

ヨ

ガ
講こ

う

師し

の
鈴す

ず

木き

友ゆ

紀き

菜な

さ
ん

（
３
２
歳さ

い

、
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

）
と
、

日に

本ほ
ん

の
支し

援え
ん

団だ
ん

体た
い

チ
ル
ド
レ

ン
ズ
・
リ
ソ
ー
ス
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｃ
Ｒ
Ｉ
、
川か

わ

原は
ら

翼つ
ば
さ

代だ
い

表ひ
ょ
う）

が
協

き
ょ
う

働ど
う

開か
い

催さ
い

し

た
緊き

ん

急き
ゅ
う

支し

援え
ん

チ
ャ
リ
テ
ィ
ヨ

ガ
第だ

い

２
弾だ

ん

で
、
聖せ

い

市し

南な
ん

部ぶ

の

貧ひ
ん

困こ
ん

コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
「
ノ
ー
ヴ

ァ
・
カ
ナ
ン
」
約や

く

１
４
０
世せ

帯た
い

に
生せ

い

活か
つ

支し

援え
ん

物ぶ
っ

資し

を
配は

い

布ふ

多た

分ぶ
ん

野や

の
入に

ゅ
う

賞し
ょ
う

・
入に

ゅ
う

選せ
ん

作さ
く

を
紹し

ょ
う

介か
い

『
包ほ

う

装そ
う

：
日に

本ほ
ん

の
現げ

ん

代だ
い

デ
ザ
イ
ン
』
展て

ん

ジャパン・ハウス

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ
 
け
い系

文ぶ
ん
 
が
く学

会か
い

（
櫻さ

く
ら
 
い井

セ
リ
ア
会

か
い
 
ち
ょ
う

長
）
が
『
ブ

ラ
ジ
ル
日に

っ
 
け
い系

文ぶ
ん
 
が
く学

』
第だ

い

６
５

号ご
う

（
発

は
っ
 
こ
う
 
し
ゃ

行
者
＝
近こ

ん
 
ど
う藤

ア
ン
ド

レ
、
編

へ
ん
 
し
ゅ
う
 
し
ゃ

集
者
＝
中な

か
 
た田

み
ち

よ
）
を
発は

っ
 
か
ん刊

し
た
。

『
ぶ
ら
じ
る
川せ

ん

柳り
ゅ
う

』
１
１
月が

つ

号ご
う

刊か
ん

行こ
う

物ぶ
つ

い
る
。

　

同ど
う

作さ
く

に
つ
い
て
中な

か
た田

会か
い
ち
ょ
う長

は
「
意い

 
が
い外

だ
っ
た
の
は
ド
イ

ツ
移い

 
み
ん民

問も
ん
 
だ
い題

」
と
挙あ

げ
る
。

取し
ゅ
 
ざ
い材

を
受う

け
た
シ
リ
ア
人じ

ん

難な
ん
 
み
ん

民
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
さ
ん
の
姉あ

ね

は
シ
リ
ア
人じ

ん

難な
ん
 
み
ん民

を
多お

お

く
受う

け
居い

れ
て
い
る
ド
イ
ツ
で
暮く

ら

し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
厳き

び

し

い
現

げ
ん
 
じ
ょ
う

状
が
描か

か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
大だ

い

門も
ん

千ち

夏か

氏し

の

　
「
今こ

ん

回か
い

の
支し

援え
ん

を
通と

お

し
て
、 配

はい

布
ふ

された生
せい

活
かつ

必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

セットを前
まえ

に主
しゅ

催
さい

者
しゃ

とコミュニティの皆
みな

さん

貧ひ
ん

困こ
ん

層そ
う

の
中な

か

に
も
大お

お

き
な
格か

く

差さ

が
あ
る
こ
と
を
目ま

の
当あ

た

り
に
し
ま
し
た
。
自じ

分ぶ
ん

の
生せ

い

活か
つ

さ
え
ひ
っ
迫ぱ

く

し
て
い
る
住

じ
ゅ
う

民み
ん

が
、
も
っ
と
厳き

び

し
い
最さ

い

貧ひ
ん

家か

庭て
い

を
支し

援え
ん

し
て
い
る
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを

見み

て
驚お

ど
ろ

き
ま
し
た
。
と
同ど

う

時じ

に
支し

援え
ん

を
続つ

づ

け
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ

る
と
感か

ん

じ
ま
し
た
」
と
語か

た

る
。

　

そ
の
結け

っ

果か

、
第だ

い

３
弾だ

ん

を

２
３
日に

ち

に
開か

い

催さ
い

す
る
こ
と
に

な
っ
た
。「
今こ

ん

回か
い

配は
い

布ふ

で
き
な

か
っ
た
家か

庭て
い

も
あ
り
、
コ
ロ
ナ

も
収

し
ゅ
う

束そ
く

し
て
い
な
い
の
で
、
支し

援え
ん

を
継け

い

続ぞ
く

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
り

ま
す
。
第だ

い

３
弾だ

ん

も
多お

お

く
の
方か

た

に
参さ

ん

加か

し
て
い
た
だ
き
、
ヨ

ガ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
ス
ラ
ム

の
現げ

ん

状じ
ょ
うを

も
っ
と
知し

っ
て
ほ
し

い
で
す
」
と
語か

た

る
。

の
病

び
ょ
う

床し
ょ
う２

０
床し

ょ
う

を
増ぞ

う

床し
ょ
うす

る

計け
い

画か
く

に
つ
い
て
話は

な

し
合あ

い
が
さ

れ
た
。

　
こ
の
増ぞ

う

床し
ょ
う

計け
い

画か
く

は
Ｓ
Ｍ
Ａ

市し

周し
ゅ
う

辺へ
ん

の
病

び
ょ
う

院い
ん

か
ら
術

じ
ゅ
つ

後ご

患か
ん

者じ
ゃ

を
同ど

う

院い
ん

に
転て

ん

院い
ん

さ
せ
て
他た

医い

院い
ん

の
病

び
ょ
う

床し
ょ
う

圧あ
っ

迫ぱ
く

を
軽け

い

減げ
ん

さ

せ
る
と
い
う
も
の
。
３
、４
年ね

ん

助じ
ょ

成せ
い

金き
ん

５
万ま

ん

５
千せ

ん

レ
ア
ル
を

受う

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
日に

っ

伯ぱ
く

病び
ょ
う

院い
ん

か
ら
の
扶ふ

助じ
ょ

率り
つ

が

１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
報ほ

う

告こ
く

さ
れ
た
。

　

会か
い

長ち
ょ
うと

し
て
最さ

い

後ご

の
定て

い

例れ
い

役や
く

員い
ん

会か
い

と
な
る
与よ

儀ぎ

氏し

に

対た
い

し
、
園そ

の

田だ

昭あ
き

憲の
り

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うが

『
援え

ん

協き
ょ
う６

０
年ね

ん

史し

』
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
一ひ

と

幕ま
く

も
。
役や

く

員い
ん

会か
い

の
２
日か

前ま
え

に
出で

来き

上あ

が
っ

た
ば
か
り
で
、
当と

う

日じ
つ

サ
プ
ラ

イ
ズ
で
渡わ

た

す
た
め
に
秘ひ

密み
つ

に

さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
の
執し

っ

筆ぴ
つ

や
写し

ゃ

真し
ん

な
ど
で

「
大お

お

き
く
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし

て
頂い

た
だい

た
」

と
松ま

つ

本も
と

浩こ
う

治じ

さ
ん
を
紹

し
ょ
う

介か
い

す

　

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ヨ
ガ
は
、

鈴す
ず

木き

さ
ん
が
講こ

う

師し

と
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
ヨ
ガ
ク
ラ
ス
を
行

お
こ
な

い
、
講こ

う

習し
ゅ
うの

参さ
ん

加か

費ひ

や
寄き

付ふ

金き
ん

を
ス
ラ
ム
街が

い

に
住す

む
子こ

供ど
も

達た
ち

へ
の
支し

援え
ん

に
使つ

か

う
も
の
。

元も
と

々も
と

は
「
モ
ン
チ
ア
ズ
ー
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

き
ょ
う

会か
い

」
の
オ
リ

ゾ
ン
チ
ア
ズ
ー
ル
支し

部ぶ

と
そ

の
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

貧ひ
ん

困こ
ん

地ち

域い
き

に
全ぜ

ん

額が
く

寄き

付ふ

す
る
活か

つ

動ど
う

だ
。

　

１
回か

い

目め

の
支し

援え
ん

は
昨さ

く

年ね
ん

７

月が
つ

に
行お

こ
な

わ
れ
、
今こ

ん

回か
い

と
同お

な

じ

地ち

域い
き

に
約や

く

１
千せ

ん

枚ま
い

の
毛も

う

布ふ

が

配く
ば

ら
れ
た
。

　

第だ
い

３
弾だ

ん

は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ア
プ
リ
ズ
ー
ム
で
２
３
日に

ち

２
０
時じ

に
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

（
日に

っ

本ぽ
ん

時じ

間か
ん

）。
参さ

ん

加か

費ひ

は
、
ブ
ラ
ジ

ル
在ざ

い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

は
一ひ

と

人り

１
０
０
レ

　

与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは

、
エ
ド
ゥ
ア

ル
ド
・
パ
ズ
エ
ロ
保ほ

健け
ん

相そ
う

と
ブ

ラ
ジ
リ
ア
の
保ほ

健け
ん

相し
ょ
う

執し
つ

務む

室し
つ

で
１
２
月が

つ

１
０
日か

に
面め

ん

会か
い

し

た
件け

ん

の
報ほ

う

告こ
く

を
し
た
。
そ
の

際さ
い

、
援え

ん

協き
ょ
う

傘さ
ん

下か

の
サ
ン
ミ
ゲ

ル
・
ア
ル
カ
ン
ジ
ョ
（
Ｓ
Ｍ

Ａ
）
病

び
ょ
う

院い
ん

に
回か

い

復ふ
く

待ま

ち
患か

ん

者じ
ゃ

る
と
共と

も

に
感か

ん

謝し
ゃ

の
意い

を
表ひ

ょ
う

し

た
。

　

日に
っ

伯ぱ
く

病び
ょ
う

院い
ん

を
除の

ぞ

く
１
１

月が
つ

度ど

の
決け

っ

算さ
ん

は
約や

く

１
７
５
万ま

ん

レ
の
赤あ

か

字じ

を
計け

い

上じ
ょ
う。

１
１
月が

つ

の
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

の
収

し
ゅ
う

益え
き

は
、
未み

払ば
ら
い

金き
ん

・
未み

回か
い

収し
ゅ
う

保ほ

健け
ん

金き
ん

・
傘さ

ん

下か

施し

設せ
つ

へ
の
送そ

う

金き
ん

等な
ど

を
減げ

ん

算ざ
ん

し
て
い
な
い
状

じ
ょ
う

態た
い

の
９
５
４
万ま

ん

３
５
９
４
レ
ア

ル
が
報ほ

う

告こ
く

さ
れ
た
。

　

各か
く

施し

設せ
つ

・
部ぶ

署し
ょ

経け
い

営え
い

委い

員い
ん

会か
い

の
委い

員い
ん

名め
い

簿ぼ

や
２
１
年ね

ん

度ど

各か
く

施し

設せ
つ

の
会か

い

議ぎ

予よ

定て
い

表ひ
ょ
うな

ど

も
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ

れ
、
そ
の
場ば

で
承

し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
た
。

ほ
ど
前ま

え

か
ら
計け

い

画か
く

が
出だ

さ
れ

て
い
が
実じ

っ

行こ
う

に
移う

つ

せ
ず
に
い

た
。

　

与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは

「
任に

ん

期き

終
し
ゅ
う

了り
ょ
う

間ま

じ
か
に
保ほ

健け
ん

相し
ょ
うと

長な
が

年ね
ん

の
懸け

ん

案あ
ん

事じ

項こ
う

の
話は

な
し

が
出で

来き

て

よ
か
っ
た
」
と
計け

い

画か
く

前ぜ
ん

進し
ん

へ
期き

待た
い

を
込こ

め
た
。

　

同ど
う

役や
く

員い
ん

会か
い

で
は
事じ

務む

局
き
ょ
く

の
報ほ

う

告こ
く

と
し
て
各か

く

事じ

業ぎ
ょ
う

所し
ょ

実じ
っ

績せ
き

の
要よ

う

点て
ん

を
説せ

つ

明め
い

。
福ふ

く

祉し

部ぶ

は
１
１
月が

つ

に
オ
ン
ラ
イ
ン

か
ら
も
受う

け

付つ
け

を
行

お
こ
な

っ
た
結け

っ

果か

１
０
４
３
人に

ん

を
対た

い

応お
う

。
１
０

月が
つ

の
５
６
０
人に

ん

か
ら
２
倍ば

い

近ち
か

い
人に

ん

数ず
う

と
な
っ
た
と
報ほ

う

告こ
く

し

た
。

　

ま
た
、
自じ

閉へ
い

症し
ょ
う

児じ

療り
ょ
う

育い
く

施し

設せ
つ

（
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
は
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

か
ら
助じ

ょ

成せ
い

金き
ん

を
受う

け
て
経け

い

営え
い

し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍か

で

契け
い

約や
く

更こ
う

新し
ん

が
難な

ん

航こ
う

し
て
お
り

ア
ル
／
１
５
０
レ
／
２
０
０

レ
の
中な

か

か
ら
選え

ら

ぶ
。
日に

本ほ
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

は
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

～
大だ

い

学が
く

生せ
い

１
千せ

ん

円え
ん

、
そ
の
他ほ

か

一い
っ

般ぱ
ん

は

２
千せ

ん

円え
ん

／
４
千せ

ん

円え
ん

／
５
千せ

ん

円え
ん

か
ら
任に

ん

意い

の
金き

ん

額が
く

で
、
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

以い

下か

は
無む

料り
ょ
うと

な
る
。
参さ

ん

加か

費ひ

以い

外が
い

の
寄き

付ふ

金き
ん

も
募ぼ

集
し
ゅ
う

中ち
ゅ
う。

参さ
ん

加か

申も
う

し
込こ

み
は
２
１

日に
ち

ま
で
。

　

質し
つ

問も
ん

や
問と

い
合あ

わ
せ
、
参さ

ん

加か

申も
う

し
込こ

み
は
以い

下か

の
連れ

ん

絡ら
く

先さ
き

ま
で
。（
鈴す

ず

木き

友ゆ

紀き

菜な

ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
＝
１
１
・ 

９
７
４
０
４
・
９
８
２
０

／
メ
ー
ルy

u
k

i7
b

j@
gm

ail.com

／
申

も
う
し

込こ

み
サ

イ
ト
＝https://fb.m

e/
e/1

2
H

ho7
B

H
G

）

　

初
は
つ
 
と
う
 
じ
ょ
う

登
場
と
な
る
大

お
お
 
う
ら浦

智と
も
 
こ子

氏し

の
特

と
く
 
し
ゅ
う

集
「
哀か

な

し
み
の
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
」
を
掲け

い
 
さ
い載

。
シ
リ

ア
難な

ん
 
み
ん民

へ
取し

ゅ
 
ざ
い材

し
た
「
あ
る

シ
リ
ア
難な

ん
 
み
ん民

と
の
出で

 
あ会

い
か

ら
」
や
聖せ

い

市し

内な
い

に
住す

む
３
人に

ん

の
難な

ん
 
み
ん民

を
交ま

じ

え
開ひ

ら

か
れ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
座ざ

 
だ
ん
 
か
い

談
会
の
内な

い
 
よ
う容

を

ま
と
め
た
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
難

な
ん
 
み
ん民

座ざ
 
だ
ん
 
か
い

談
会
・
難な

ん
 
み
ん民

と
い
う
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
」
の
２
部ぶ

構こ
う
 
せ
い成

と
な
っ
て

「
世せ

 
か
い界

の
中な

か

の
日に

 
ほ
ん
 
じ
ん

本
人
」
第だ

い

４
回か

い

「
一
〇
三
日に

ち

の
船ふ

な
 
た
び旅

・

オ
ー
ロ
ラ
を
見み

に
行い

く
」、
空か

ら

出で

木ぱ
う

氏し

の
「
ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い
 
じ治

雑ざ
つ
 
だ
ん談

」
第だ

い

１
８
回か

い

、
小こ

高だ
か

利と

根ね

子こ

氏し

の
「
翻ほ

ん
 
や
く訳

の
舞ぶ

 
た
い
 
う
ら

台
裏
」

第だ
い

２
５
回か

い

で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

読ど
く
 
し
ょ
 
か
い

書
会
に
つ
い
て
綴つ

づ

ら
れ
て

い
る
。

　

同ど
う

号ご
う

も
コ
ロ
ナ
禍か

の

中な
か

の
編

へ
ん
 
し
ゅ
う集

・
発は

っ
 
か
ん刊

と
な
り

「
日に

 
ほ
ん
 
ご

本
語
ペ
ー
ジ
編

へ
ん
 
し
ゅ
う

集
メ
ン

バ
ー
は
高こ

う
 
れ
い
 
し
ゃ

齢
者
な
の
で
、
皆み

な

さ
ん
外

が
い
 
し
ゅ
つ

出
で
き
ず
私

わ
た
し

一ひ
と
 
り人

の

編へ
ん
 
し
ゅ
う

集
と
な
っ
た
」
と
い
う
。

投と
う
 
こ
う稿

者し
ゃ

も
高

こ
う
 
れ
い齢

化か

が
進す

す

ん
で

日に
 
ほ
ん
 
ご

本
語
作さ

く
 
ひ
ん品

が
減

げ
ん
 
し
ょ
う

少
し
て
お

り
、
以い

 
ぜ
ん前

か
ら
日に

 
ほ
ん
 
ご

本
語
版ば

ん

の

縮し
ゅ
く
 
し
ょ
う

小
を
検け

ん
 
と
う討

し
て
い
た
と

打う

ち
明あ

け
る
。
当と

う
 
め
ん面

は
、
既す

で

に
翻ほ

ん
 
や
く訳

済ず

み
の
ブ
ラ
ジ
ル

文ぶ
ん
 
が
く学

や
絵え

手て
 
が
み紙

の
掲け

い
 
さ
い載

な
ど

を
続つ

づ

け
る
予よ

 
て
い定

だ
。

　

現げ
ん
 
ざ
い在

は
日に

 
ほ
ん
 
ご

本
語
版ば

ん

が

１
３
９
頁ぺ

い
じ、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

版ば
ん

が
７
９
頁ぺ

い
じ。

本ほ
ん

の
入

に
ゅ
う
 
し
ゅ手

に
つ
い
て
は
ポ
語ご

版ば
ん

の
編

へ
ん
 
し
ゅ
う集

等な
ど

行お
こ
なう

近こ
ん
 
ど
う藤

ア
ン
ド
レ
さ

ん
に
ポ
ル
語ご

で
問と

い
 
あ合

わ
せ

を
（
電で

ん
 
わ話

＝
１
１
・
９
９
４ 

３
２
・
８
２
８
９
、
メ
ー
ル

＝k
o

n
d

o
an

d
re@

ya 
hoo.com

）

６５号
ごう

表
ひょう し

紙

　

当と
う

日じ
つ

は
、
評

ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

と
し
て

長な
が

年ね
ん

援え
ん

協き
ょ
うに

貢こ
う

献け
ん

し
、
各か

く

施し

設せ
つ

へ
の
資し

金き
ん

・
物ぶ

っ

品ぴ
ん

寄き

附ふ

や

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
様さ

ま

々ざ
ま

な
寄き

付ふ

を
行

お
こ
な

っ
て
き
た
内う

ち

村む
ら

俊し
ゅ
ん

一い
ち

氏し

へ
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うが

行お
こ
な

わ
れ
、
感か

ん

謝し
ゃ

プ
レ
ー
ト
が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
た
。

　

菊き
く

地ち

義よ
し

治は
る

さ
ん
、
神か

奈な

川が
わ

文ぶ
ん

化か

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

（
行

ぎ
ょ
う

徳と
く

ミ
ル

ト
ン
会か

い

長ち
ょ
う）

を
は
じ
め
、
匿と

く

名め
い

希き

望ぼ
う

の
篤と

く

志し

家か

の
皆み

な

さ
ま

よ
り
寄き

付ふ

を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ッ
ケ
ー
ジ
大た

い

賞し
ょ
う」

を
開か

い

催さ
い

し

て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
の
創そ

う

造ぞ
う

性せ
い

や
審し

ん

美び

性せ
い

、
機き

能の
う

性せ
い

、
市し

場じ
ょ
う

性せ
い

、
社し

ゃ

会か
い

性せ
い

な
ど
に
関か

ん

し

て
厳げ

ん

正せ
い

な
審し

ん

査さ

を
行お

こ
な

い
、
優す

ぐ

れ
た
作さ

く

品ひ
ん

を
選せ

ん

出し
ゅ
つし

て
い
る
。

　

日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

の
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
大た

い

会か
い

の
ひ
と
つ

と
し
て
位い

置ち

づ
け
ら
れ
て
お

り
、
同ど

う

館か
ん

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務つ

と

め
る
原は

ら

研け
ん

哉や

氏し

も
過か

去こ

に
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

経け
い

歴れ
き

を
持も

つ
。
Ｊ
Ｈ
オ
ン
ラ
イ
ン
訪ほ

う

問も
ん

予よ

約や
く

サ
イ
ト
（h

ttp
s://

a
g

e
n

d
a

m
e

n
to

.ja 
p

a
n

h
o

u
sesp

.co
m

.
br/

）

風ふ

呂ろ

敷し
き

を
用も

ち

い
た
包ほ

う

装そ
う

　
『
ぶ
ら
じ
る
川せ

ん

柳り
ゅ
う』

２
０
２ 

０
年ね

ん

１
１
月が

つ

号ご
う

（
２
２
７

号ご
う

）
が
刊か

ん

行こ
う

さ
れ
た
。
第だ

い

６
７
回か

い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

川せ
ん

柳り
ゅ
う

誌し

上じ
ょ
う

大た
い

会か
い

の
特と

く

集し
ゅ
う

号ご
う

。
弾だ

ん

琴き
ん

集し
ゅ
うの

会か
い

員い
ん

自じ

選せ
ん

＝
「
正せ

い

常じ
ょ
うな

日ひ

び々

の

幸し
あ
わせ

思お
も

い
知し

り
」（
高た

か

橋は
し

和か
ず

子こ

）、「
春は

る

惜お

し
む
自じ

粛し
ゅ
くは

読よ

み
書か

き
創そ

う

作さ
く

に
」（
西に

し

田だ

な
る

の
）、「
日ひ

向な
た

ぼ
こ
句く

友ゆ
う

に
電で

ん

話わ

で
相あ

い

手て

欲ほ
っ

し
」（
斉さ

い

藤と
う

蒼そ
う

山ざ
ん

）
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ら
し
い

作さ
く

品ひ
ん

。「
新し

ん

聞ぶ
ん

は
僕ぼ

く

よ
り
先さ

き

に
死し

な
な
い
で
」（
竹た

け

内う
ち

良
り
ょ
う

平へ
い

）
は
邦ほ

う

字じ

紙し

冥み
ょ
う

利り

に
尽つ

き

る
一い

っ

句く

。
青
粒
抄
＝
大お

お

城き

戸ど

節せ
つ

子こ

選せ
ん

「
頑が

ん

固こ

者も
の

丸ま
る

く
な
る

の
は
背せ

ば
か
り
」（
那な

須す

ア
リ

セ
）
は
川せ

ん

柳り
ゅ
うら

し
い
微ほ

ほ

笑え

み

が
広ひ

ろ

が
る
作さ

く

品ひ
ん

。
久く

保ぼ

久ひ
さ

子こ

選せ
ん

「
閉と

じ
こ
も
る
日ひ

び々

を
電で

ん

話わ

で
癒い

や
し
合あ

い
」（
高た

か

橋は
し

和か
ず

子こ

）
な
ど
。

ン
、
自し

然ぜ
ん

環か
ん

境き
ょ
うを

配は
い

慮り
ょ

し
た

も
の
等な

ど

見み

ご
た
え
の
あ
る
展て

ん

示じ

と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
１
９
８
５
年ね

ん

か
ら
隔か

く

年ね
ん

開か
い

催さ
い

の
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
「
日に

本ほ
ん

パ

本ほ
ん

の
優す

ぐ

れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
を
通と

お

し
、
デ
ザ
イ
ン
に

よ
る
問も

ん

題だ
い

解か
い

決け
つ

や
持じ

続ぞ
く

可か

能の
う

性せ
い

、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
か
ら

め
て
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
。

　

日に
っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

の
様さ

ま

々ざ
ま

な
分ぶ

ん

野や

で
の
交こ

う

流り
ゅ
うを

活か
っ

性せ
い

化か

さ
せ
る

た
め
、
食

し
ょ
く

品ひ
ん

、
飲い

ん

料り
ょ
うや

化け

粧
し
ょ
う

品ひ
ん

な
ど
の
多た

岐き

に
わ
た
る
分ぶ

ん

野や

の
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
う・

入
に
ゅ
う

選せ
ん

作さ
く

品ひ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
く
。
遊あ

そ

び
心こ

こ
ろ

あ
る

デ
ザ
イ
ン
や
愛あ

い

ら
し
い
デ
ザ
イ

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

の
ジ
ャ
パ
ン・

ハ
ウ
ス
（
Ｊ
Ｈ
、
エ
リ
ッ
ク
・

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
ク
ル
ッ
グ

館か
ん

長ち
ょ
う）

が
１
９
日に

ち

か
ら
３
月が

つ

１
４
日か

ま
で
『
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン

グ
（
包ほ

う

装そ
う

）
：
日に

本ほ
ん

の
現げ

ん

代だ
い

デ
ザ
イ
ン
』
展て

ん

を
同ど

う

館か
ん

２
階か

い

で
開か

い

催さ
い

す
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
うは

無む

料り
ょ
う。

　

公こ
う

益え
き

社し
ゃ

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

日に

本ほ
ん

パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
協

き
ょ
う

会か
い

（
Ｊ

Ｐ
Ｄ
Ａ
）
後こ

う

援え
ん

の
も
と
、
日に



　

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

の
あ
る
保ほ

育い
く

園え
ん

で
見み

た
光こ

う

景け
い

は
、
忘わ

す

れ
ら
れ
な
い
も

の
で
し
た
。
先せ

ん

生せ
い

が
横よ

こ

幅は
ば

２
０
セ
ン
チ
ほ
ど
の
カ
ー
ド
を
何な

ん

枚ま
い

も
持も

ち
、
そ
の
一い

ち

枚ま
い

を
園え

ん

児じ

た
ち
に
さ
っ
と
見み

せ
ま
す
。
そ
こ

に
は
「
鳩は

と

」
な
ど
の
漢か

ん

字じ

が
大お

お

き
く
書か

か
れ
て
あ
り
、
園え

ん

児じ

た

ち
は
即そ

く

座ざ

に
「
は
と
！
」
と
声こ

え

を
揃そ

ろ

え
て
読よ

み
ま
す
。
先せ

ん

生せ
い

は

す
ぐ
次つ

ぎ

の
カ
ー
ド
を
見み

せ
る
…
と
い
う
具ぐ

合あ
い

に
、
数す

う

十じ
ゅ
う

枚ま
い

の

カ
ー
ド
を
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
示し

め

し
て
は
、
園え

ん

児じ

た
ち
が
元げ

ん

気き

な
声こ

え

を
出だ

し

ま
す
。

　

３
、４
歳さ

い

の
園え

ん

児じ

た
ち
が
難む

ず
か
し
い
漢か

ん

字じ

を
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
な
ん
な
く

読よ

ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
事こ

と

も
驚お

ど
ろ
き
で
し
た
が
、
そ
れ
に
も
ま

し
て
子こ

供ど
も

た
ち
皆み

な

が
こ
の
ゲ
ー
ム
に
夢む

中ち
ゅ
うに
な
っ
て
取と

り
組く

ん

で
い
る
様さ

ま

に
胸む

ね

を
打う

た
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
現げ

ん

代だ
い

の
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

が
見み

失う
し
な
っ
て
い
る
何な

に

か
が
あ
る
と
思お

も

い
ま
し
た
。

　

幼よ
う

児じ

に
と
っ
て
は
、鳩は

と

の
絵え

を
見み

て
「
は
と
！
」
と
い
う
の
も
、

「
鳩は

と

」
と
い
う
漢か

ん

字じ

カ
ー
ド
を
見み

て
「
は
と
！
」
と
い
う
の
も
、

同お
な

じ
図ず

形け
い

認に
ん

識し
き

で
す
。

　

特と
く

に
漢か

ん

字じ

は
、「
鳥と

り

」
の
字じ

が
実じ

っ

際さ
い

の
鳥と

り

の
形か

た
ち
を
模も

し
て
い

た
り
、「
鶏

に
わ
と
り」「
鷹た

か

」「
鴉か

ら
す」
な
ど
鳥

ち
ょ
う

類る
い

は
「
鳥と

り

」
の
字じ

を
含ふ

く

ん

で
い
た
り
と
、
子こ

供ど
も

た
ち
は
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
向む

か
え
る
の
で

す
。
そ
れ
に
比く

ら

べ
る
と
、
ひ
ら
が
な
は
「
は
」「
と
」
な
ど
抽

ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

で
、
遊あ

そ

べ
る
要よ

う

素そ

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
幼よ

う

児じ

に
漢か

ん

字じ

を
遊あ

そ

び
な
が
ら
教お

し

え
て
い
く
の
が
、

石い
し

井い

勲い
さ
お

氏し

の
考こ

う

案あ
ん

し
た
石い

し

井い

式し
き

漢か
ん

字じ

教き
ょ
う

育い
く

で
す
が
、
園え

ん

児じ

は
遊あ

そ

び
な
が
ら
何な

ん

百び
ゃ
く

字じ

も
の
漢か

ん

字じ

を
す
ぐ
に
覚お

ぼ

え
て
し
ま
い
、

そ
れ
に
よ
っ
て
知ち

能の
う

指し

数す
う

も
１
２
０
～
１
３
０
に
伸の

び
る
、
と

い
う
結け

っ

果か

を
得え

て
い
ま
す
。［
Ａ
］

　

最さ
い

近き
ん

の
脳の

う

科か

学が
く

で
は
、
こ
の
現げ

ん

象し
ょ
うを
解か

い

明め
い

す
る
研け

ん

究き
ゅ
うが
な
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
人に

ん

間げ
ん

の
脳の

う

で
言げ

ん

語ご

を
扱あ

つ
か
う
前ぜ

ん

頭と
う

前ぜ
ん

野や

は
３

歳さ
い

ま
で
に
急

き
ゅ
う

激げ
き

に
発は

っ

達た
つ

す
る
こ
と
が
分わ

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
語ご

彙い

力り
ょ
くな
ど
を
司

つ
か
さ
どる
側そ

く

頭と
う

葉よ
う

や
頭と

う

頂ち
ょ
う

葉よ
う

な
ど
の
神し

ん

経け
い

細さ
い

胞ぼ
う

は
、
そ
の
後ご

も
成せ

い

長ち
ょ
うを
続つ

づ

け
ま
す
。
し
た
が
っ
て
３
、４
歳さ

い

で
、
た
く
さ
ん
の
漢か

ん

字じ

を
遊あ

そ

び
な
が
ら
覚お

ぼ

え
る
の
は
、
脳の

う

の
発は

っ

達た
つ

過か

程て
い

に
き
わ
め
て
合が

っ

致ち

し
た
方ほ

う

法ほ
う

な
の
で
す
。［
川か

わ

嶋し
ま

、
Ｐ

１
２
３
］

　

そ
れ
に
比く

ら

べ
れ
ば
、
６
歳さ

い

で
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

に
入は

い

っ
て
か
ら
、
よ
う

や
く
字じ

を
教お

し

え
、
そ
れ
も
抽

ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

で
難む

ず
か
し
い
ひ
ら
が
な
か
ら

脳の
う

科か

学が
く

が
示し

め

す
素そ

読ど
く

の
効こ

う

用よ
う

         
な
ぜ
子こ

供ど
も

は
素そ

読ど
く

に
夢む

中ち
ゅ
う

に
な
る
の
か
？

２０２０年
ねん

８月
がつ

９日
か

版
ばん

教お
し

え
る
と
い
う
の
は
、
子こ

供ど
も

の
成せ

い

長ち
ょ
う

過か

程て
い

を
ま
っ
た
く
無む

視し

し

た
教

き
ょ
う

育い
く

方ほ
う

法ほ
う

で
す
。「
就

し
ゅ
う

学が
く

前ま
え

に
漢か

ん

字じ

な
ど
教お

し

え
る
の
は
不ふ

可か

能の
う

」「
や
さ
し
い
ひ
ら
が
な
か
ら
教お

し

え
る
べ
き
」「
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

時じ

代だ
い

に
た
く
さ
ん
の
漢か

ん

字じ

を
詰つ

め
込こ

む
の
は
か
わ
い
そ
う
」
な
ど
と

い
う
の
は
、
非ひ

科か

学が
く

的て
き

な
思お

も

い
込こ

み
で
す
。

　

近き
ん

年ね
ん

の
脳の

う

科か

学が
く

の
急

き
ゅ
う

速そ
く

な
発は

っ

達た
つ

は
、
こ
う
し
た
現げ

ん

代だ
い

の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

の
思お

も

い
込こ

み
が
正た

だ

し
い
の
か
ど
う
か
、
科か

学が
く

的て
き

に
明あ

き

ら
か

に
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
最さ

い

前ぜ
ん

線せ
ん

を
覗の

ぞ

い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
ど
も
の
成せ

い

長ち
ょ
う

過か

程て
い

に
沿そ

っ
て
、
脳の

う

の
発は

っ

達た
つ

と
言こ

と

葉ば

の
習

し
ゅ
う

得と
く

の
関か

ん

係け
い

を
見み

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

母は
は

親お
や

の
お
腹な

か

の
中な

か

に
い
る
胎た

い

児じ

が
、
す
で
に
母は

は

親お
や

の
声こ

え

を
聞き

い
て
い
る
こ
と
は
、
科か

学が
く

的て
き

に
証

し
ょ
う

明め
い

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
胎た

い

児じ

は
母は

は

親お
や

の
次つ

ぎ

の
よ
う
な
語か

た

り
口く

ち

に
、
快か

い

感か
ん

反は
ん

応の
う

を
示し

め

す
そ
う
で
す
。［
川か

わ

嶋し
ま

、
Ｐ
６
６
］

１
）
高た

か

め
の
声こ

え

に
反は

ん

応の
う

す
る
。
母は

は

親お
や

の
声こ

え

が
よ
り
赤あ

か

ち
ゃ
ん
に

近ち
か

づ
く
せ
い
だ
と
考か

ん
がえ
ら
れ
て
い
る
。

２
）
声こ

え

の
抑よ

く

揚よ
う

が
豊ゆ

た

か
で
、
音お

ん

楽が
く

的て
き

な
語か

た

り
方か

た

。

３
）
同お

な

じ
こ
と
ば
の
く
り
か
え
し
。

４
）
や
り
と
り
の
間ま

が
大た

い

切せ
つ

で
、
間ま

が
空あ

き
す
ぎ
た
り
、
つ
ま

り
す
ぎ
た
り
す
る
と
不ふ

快か
い

反は
ん

応の
う

を
示し

め

す
。

　

以い

上じ
ょ
うの
反は

ん

応の
う

は
、
生う

ま
れ
た
後あ

と

の
乳

に
ゅ
う

児じ

も
同お

な

じ
で
す
。
声こ

え

の

抑よ
く

揚よ
う

、
繰く

り
返か

え

し
、
間ま

と
い
う
と
、
胎た

い

児じ

乳に
ゅ
う

児じ

は
母は

は

親お
や

の
言こ

と

葉ば

を
一い

っ

種し
ゅ

の
音お

ん

楽が
く

の
よ
う
に
楽た

の

し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
母は

は

親お
や

の
語か

た

り
か
け
や
子こ

守も
り

歌う
た

を
楽た

の

し
む
こ
と
が
言こ

と

葉ば

を
学ま

な

ぶ
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

点て
ん

で
す
。
そ
し
て
、
言こ

と

葉ば

は
意い

味み

よ
り
も
、
ま
ず
音お

ん

楽が
く

と
し
て
リ

ズ
ム
や
テ
ン
ポ
、
抑よ

く

揚よ
う

が
大た

い

切せ
つ

な
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
お
む
つ
を
取と

り
替か

え
る
際さ

い

に
も
、
無む

言ご
ん

で
や
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、「
さ
あ
～
、
お
む
つ
を
取と

り
替か

え
ま

し
た
よ
。
気き

持も

ち
よ
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
」
な
ど
と
母は

は

親お
や

が
愛あ

い

情じ
ょ
うを
込こ

め
て
話は

な

す
。
そ
う
い
う
語か

た

り
か
け
を
乳

に
ゅ
う

幼よ
う

児じ

は
聞き

い
て
、

快か
い

感か
ん

を
覚お

ぼ

え
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
驚お

ど
ろ
く
べ
き
こ
と
に
、
赤あ

か

ち
ゃ
ん
で
も
母は

は

親お
や

の
語か

た

り

か
け
を
真ま

似ね

し
よ
う
と
す
る
ら
し
い
の
で
す
。
考か

ん
がえ
て
見み

れ
ば
、

幼よ
う

児じ

が
言こ

と

葉ば

を
覚お

ぼ

え
る
の
も
、
た
と
え
ば
母は

は

親お
や

が
父ち

ち

親お
や

を
「
パ

パ
」
と
呼よ

ん
で
い
る
の
を
真ま

似ね

す
る
、
と
い
う
模も

倣ほ
う

プ
ロ
セ
ス

か
ら
始は

じ

ま
り
ま
す
。
そ
れ
と
同お

な

じ
で
、
赤あ

か

ち
ゃ
ん
も
模も

倣ほ
う

を
通つ

う

じ
て
、
言こ

と

葉ば

を
学ま

な

ん
で
い
き
ま
す
。

　

語か
た

り
か
け
と
同ど

う

様よ
う

の
効こ

う

果か

を
も
た
ら
す
の
が
、
読よ

み
聞き

か
せ

で
す
。
母は

は

親お
や

、
あ
る
い
は
祖そ

父ふ

母ぼ

な
ど
、
近ち

か

し
い
大お

と
な人
が
絵え

本ほ
ん

な
ど
を
子こ

供ど
も

に
読よ

ん
で
聞き

か
せ
る
活か

つ

動ど
う

で
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁じ

気き

共き
ょ
う

鳴め
い

画が

像ぞ
う

診し
ん

断だ
ん

装そ
う

置ち

）
は
、
ド
ー
ナ
ツ
の
形か

た
ち
を
し
た
大お

お

き
な

装そ
う

置ち

で
、
そ
の
穴あ

な

に
人ひ

と

の
頭と

う

部ぶ

を
入い

れ
る
と
、
脳の

う

の
ど
の
部ぶ

分ぶ
ん

が
活か

っ

性せ
い

化か

し
て
い
る
の
か
、
画が

像ぞ
う

で
見み

る
事こ

と

が
で
き
ま
す
。

　

母は
は

親お
や

が
読よ

み
聞き

か
せ
を
し
て
い
る
ビ
デ
オ
を
見み

た
子こ

供ど
も

の
脳の

う

で
は
、
側そ

く

頭と
う

葉よ
う

と
大だ

い

脳の
う

辺へ
ん

縁え
ん

系け
い

に
活か

っ

発ぱ
つ

な
活か

つ

動ど
う

が
観か

ん

測そ
く

さ
れ

ま
し
た
。
側そ

く

頭と
う

葉よ
う

は
特と

く

に「
聞き

く
」こ
と
に
関か

ん

係け
い

す
る
部ぶ

位い

で
す
。

ま
た
大だ

い

脳の
う

辺へ
ん

縁え
ん

系け
い

は
感か

ん

情じ
ょ
うや
記き

憶お
く

に
関か

か

わ
り
ま
す
。
こ
の
事こ

と

か

ら
、子こ

供ど
も

は
読よ

み
聞き

か
せ
を
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

に
聞き

き
、そ
れ
を
喜よ

ろ
こ
び
、

記き

憶お
く

し
よ
う
と
す
る
事こ

と

が
判わ

か

り
ま
す
。

　

ま
た
読よ

み
聞き

か
せ
を
し
て
い
る
母は

は

親お
や

の
脳の

う

も
調し

ら

べ
る
と
、
一ひ

と

人り

で
音お

ん

読ど
く

を
し
て
い
る
時と

き

よ
り
も
前ぜ

ん

頭と
う

葉よ
う

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

付ふ

近き
ん

が
強つ

よ

く

活か
つ

動ど
う

し
て
い
る
事こ

と

が
判わ

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
部ぶ

分ぶ
ん

は
相あ

い

手て

の
こ
と

を
考か

ん
が
え
る
機き

能の
う

を
司

つ
か
さ
ど
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
読よ

み
聞き

か
せ
の

最さ
い

中ち
ゅ
うは
、
母は

は

親お
や

は
子こ

供ど
も

の
こ
と
を
思お

も

い
や
り
、
子こ

供ど
も

は
そ
れ
に

耳み
み

を
傾か

た
むけ
、
喜よ

ろ
こ
び
、
記き

憶お
く

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

読よ

み
聞き

か
せ
の
際さ

い

に
、
子こ

供ど
も

の
知し

ら
な
い
言こ

と

葉ば

が
出で

て
き
て

も
、
無む

理り

に
教お

し

え
込こ

む
必ひ

つ

要よ
う

は
あ
り
ま
せ
ん
。
言こ

と

葉ば

の
リ
ズ
ム

を
繰く

り
返か

え

し
聞き

い
て
、
楽た

の

し
ん
で
い
る
う
ち
に
、
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
意い

味み

が
分わ

か
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
子こ

供ど
も

が
言こ

と

葉ば

を
身み

に
つ
け
る
も
っ

と
も
自し

然ぜ
ん

な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。

　

興
き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
の
は
、
読よ

み
聞き

か
せ
と
言い

っ
て
も
、
ス
マ
ホ
の
読よ

み
聞き

か
せ
ア
プ
リ
や
朗ろ

う

読ど
く

Ｃ
Ｄ
な
ど
で
は
、
そ
の
効こ

う

果か

は
半は

ん

減げ
ん

し
て
し
ま
う
事こ

と

で
す
。
あ
く
ま
で
親し

た

し
い
大お

と
な人
が
、
心こ

こ
ろ
を

こ
め
て
読よ

み
聞き

か
せ
る
こ
と
が
大だ

い

事じ

だ
そ
う
で
す
。［
松ま

つ

崎ざ
き

、

１
１
０
０
］

　

ま
た
、
乳

に
ゅ
う

幼よ
う

児じ

に
テ
レ
ビ
を
見み

せ
る
こ
と
は
、
よ
く
な
い
よ

う
で
す
。
テ
レ
ビ
画が

面め
ん

を
見み

て
い
る
時と

き

に
は
、
前ぜ

ん

頭と
う

前ぜ
ん

野や

の
血け

つ

流り
ゅ
うが
は
っ
き
り
低て

い

下か

す
る
事こ

と

が
し
ば
し
ば
起お

き
ま
す
。
映え

い

像ぞ
う

は

大お
お

き
な
情

じ
ょ
う

報ほ
う

量り
ょ
うを
一い

っ

気き

に
伝つ

た

え
る
だ
け
に
、
そ
れ
に
圧あ

っ

倒と
う

さ
れ

て
、
前ぜ

ん

頭と
う

前ぜ
ん

野や

を
使つ

か

っ
て
じ
っ
く
り
考か

ん
が
え
る
時じ

間か
ん

を
奪う

ば

わ
れ
、

条じ
ょ
う

件け
ん

反は
ん

射し
ゃ

的て
き

、
短た

ん

絡ら
く

的て
き

な
反は

ん

応の
う

だ
け
身み

に
つ
い
て
し
ま
う
危き

険け
ん

が
あ
る
と
言い

わ
れ
て
い
ま
す
。［
川か

わ

嶋し
ま

、
Ｐ
９
１
］

　

生せ
い

後ご

か
ら
３
歳さ

い

に
か
け
て
の
乳

に
ゅ
う

幼よ
う

児じ

期き

に
、
脳の

う

は
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
発は

っ

達た
つ

し
ま
す
が
、
言こ

と

葉ば

を
身み

に
つ
け
る
の
に
最も

っ
と
も
大た

い

切せ
つ

な
の
は
、

親お
や

子こ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
読よ

み
聞き

か

せ
は
親お

や

子こ

の
極き

わ

め
て
良

り
ょ
う

質し
つ

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
子こ

供ど
も

の
心こ

こ
ろ
が
安あ

ん

定て
い

し
、
親お

や

へ
の
信し

ん

頼ら
い

と
愛あ

い

着ち
ゃ
くが
増ま

し
、
そ
の
結け

っ

果か

、
親お

や

の
子こ

育そ
だ

て
ス
ト
レ
ス
が
ぐ
っ
と
軽か

る

く
な
る
、
と
言い

わ
れ

て
い
ま
す
。［
松ま

つ

崎ざ
き

、
１
６
］

　

３
，
４
歳さ

い

に
な
る
と
、「
聞き

く
、
話は

な

す
」
か
ら
「
読よ

む
」
段だ

ん

階か
い

に
進す

す

み
ま
す
。
そ
の
際さ

い

に
使つ

か

わ
れ
る
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
教

き
ょ
う

育い
く

方ほ
う

法ほ
う

が

「
素そ

読ど
く

」
で
す
。

　

素そ

読ど
く

と
は
「
言こ

と

葉ば

（
文ぶ

ん

章し
ょ
うや
文ぶ

ん

、
単た

ん

語ご

）
を
、
意い

味み

の
理り

解か
い

を
伴と

も
な
う
こ
と
な
く
そ
の
字じ

面づ
ら

を
追お

っ
て
、
あ
る
い
は
お
手て

本ほ
ん

と
な
る
発は

つ

話わ

者し
ゃ

の
発は

つ

音お
ん

通ど
お

り
に
声こ

え

を
出だ

し
て
読よ

む
こ
と
」
で
す
。

冒ぼ
う

頭と
う

の
石い

し

井い

式し
き

の
漢か

ん

字じ

カ
ー
ド
も
こ
の
一い

っ

種し
ゅ

で
す
。「
意い

味み

の
理り

解か
い

を
伴と

も
な
う
こ
と
な
く
」
と
い
う
点て

ん

が
肝か

ん

心じ
ん

で
、
文も

字じ

を
見み

な
が

ら
、
意い

味み

が
分わ

か
ろ
う
が
分わ

か
る
ま
い
が
構か

ま

わ
ず
に
、
先せ

ん

生せ
い

の

発は
つ

音お
ん

を
真ま

似ね

て
発は

っ

声せ
い

し
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
文ぶ

ん

学が
く

者し
ゃ

の
安あ

達だ
ち

忠た
だ

夫お

・
埼さ

い

玉た
ま

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
自じ

宅た
く

の
近き

ん

所じ
ょ

の
子こ

供ど
も

た
ち
を
集あ

つ

め
て
、
寺て

ら

子こ

屋や

を
始は

じ

め
た
時と

き

の
経け

い

験け
ん

を
こ
う
書か

か
れ
て
い
ま
す
。

　
子こ

ど
も
た
ち
は
受う

け
身み

で
楽た

の

し
む
よ
り
、
い
っ
し
ょ
に
唱と

な

え

た
り
、
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
か
る
た
遊あ

そ

び
を
し
た
り
す
る
の
が
大だ

い

好す

き

で
す
。試こ

こ
ろみ
に
、わ
た
し
の
国こ

く

語ご

体た
い

験け
ん

の
原げ

ん

点て
ん

と
も
い
う
べ
き「
い

ろ
は
」
も
教お

し

え
て
み
ま
し
た
。

　
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

の
目め

が
か
が
や
き
、
愉ゆ

快か
い

そ
う
に
笑わ

ら
っ
て
い
る
子こ

も
い
ま
す
。
数す

う

週し
ゅ
う

間か
ん

平ひ
ら

仮が

名な

だ
け
の
音お

ん

楽が
く

を
た
っ
ぷ
り
楽た

の

し

ん
だ
あ
と
、
こ
ん
ど
は
い
き
な
り
、
漢か

ん

字じ

ま
じ
り
の
「
い
ろ
は

歌う
た

」
で
す
。
最さ

い

初し
ょ

、
子こ

ど
も
た
ち
は
い
ぶ
か
し
げ
な
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
見み

せ
ま
し
た
が
、
わ
た
し
が
唱と

な

え
て
い
く
と
、
打う

て
ば
響ひ

び

く
よ
う

な
反は

ん

応の
う

が
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。［
川か

わ

嶋し
ま

、
Ｐ
６
］

　
「
意い

味み

不ふ

明め
い

の
こ
と
ば
な
の
に
、
子こ

供ど
も

た
ち
は
な
ぜ
、
あ
ん

な
に
生い

き
生い

き
反は

ん

応の
う

す
る
の
か
？
」
こ
の
疑ぎ

問も
ん

を
科か

学が
く

的て
き

に
追つ

い

求き
ゅ
うす
べ
く
、
安あ

達だ
ち

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
脳の

う

科か

学が
く

を
専せ

ん

門も
ん

と
す
る
東と

う

北ほ
く

大だ
い

学が
く

の
川か

わ

嶋し
ま

隆り
ゅ
う

太た

教き
ょ
う

授じ
ゅ

と
共

き
ょ
う

同ど
う

研け
ん

究き
ゅ
うを
始は

じ

め
ま
す
。

　

川か
わ

嶋し
ま

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、「
意い

味み

の
あ
る
文ぶ

ん

章し
ょ
う」を
黙も

く

読ど
く

し
て
い
る
時と

き

と
、

「
意い

味み

の
な
い
文ぶ

ん

章し
ょ
う」
を
黙も

く

読ど
く

し
て
い
る
時と

き

の
脳の

う

活か
つ

動ど
う

を
比ひ

較か
く

し
ま
し
た
。「
意い

味み

の
な
い
」
と
は
、
一ひ

とつ
の
文ぶ

ん

章し
ょ
うの
文も

字じ

を
ラ

ン
ダ
ム
に
並な

ら

び
替か

え
て
、「
み
日ひ

地ぢ

千せ
ん

実じ
つ

比ひ

道み
ち

に
湯ゆ

て
口

く
ち
の

原は
ら

区く

は
」
な
ど
と
し
た
も
の
で
す
。

　

両
り
ょ
う

者し
ゃ

の
脳の

う

活か
つ

動ど
う

は
ほ
と
ん
ど
同お

な

じ
で
し
た
。
こ
れ
は
意い

味み

が

分わ

か
っ
て
も
、
分わ

か
ら
な
く
と
も
、
脳の

う

は
同お

な

じ
よ
う
に
活か

つ

動ど
う

す

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
右み

ぎ

半は
ん

球き
ゅ
うの
頭と

う

頂ち
ょ
う

葉よ
う

、
書か

か
れ

た
文も

字じ

の
意い

味み

の
理り

解か
い

を
す
る
機き

能の
う

を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
は
意い

味み

の
な
い
文ぶ

ん

章し
ょ
うを
読よ

ん
だ
場ば

合あ
い

の
方ほ

う

が
活か

っ

発ぱ
つ

に
動う

ご

い
て

い
ま
し
た
。
ラ
ン
ダ
ム
に
並な

ら

ん
だ
文も

字じ

か
ら
、
な
ん
と
か
意い

味み

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

素そ

読ど

く

は
脳の

う

の
発は

っ

達た

つ

プ
ロ
セ
ス
に
合が

っ

致ち

し
た
合ご

う

理り

的て

き

な
教き

ょ
う

育い

く

方ほ

う

法ほ

う

だ
っ
た

を
読よ

み
取と

ろ
う
、
と
努ど

力り
ょ
くし
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

意い

味み

が
分わ

か
ら
な
く
と
も
、
脳の

う

は
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

動う
ご

い
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
は
、
素そ

読ど
く

に
よ
っ
て
脳の

う

が
活か

っ

発ぱ
つ

に
動う

ご

き
、
発は

っ

達た
つ

す

る
、
と
い
う
事こ

と

で
し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
脳の

う

を
育そ

だ

て
る
た
め
に
、

素そ

読ど
く

は
効こ

う

果か

的て
き

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
し
か
も
、
意い

味み

を
問と

わ
な
い
分ぶ

ん

、
ど
ん
な
難む

ず
かし
い
文ぶ

ん

章し
ょ
うで
も
、

た
く
さ
ん
音お

ん

読ど
く

で
き
ま
す
か
ら
、
子こ

供ど
も

た
ち
は
大た

い

量り
ょ
うの
語ご

彙い

を

吸き
ゅ
う

収し
ゅ
うす
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
も
、
皆み

な

で
一い

っ

緒し
ょ

に
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
声こ

え

を
出だ

す
と
い
う
主し

ゅ

体た
い

的て
き

な
動う

ご

き
で
、
模も

倣ほ
う

と
繰く

り
返か

え

し
の
好す

き
な
子こ

供ど
も

た
ち
は
楽た

の

し
み
な
が
ら
、
言こ

と

葉ば

を
学ま

な

ぶ
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

　
「
意い

味み

を
問と

わ
な
い
」
と
い
う
点て

ん

が
、
近き

ん

代だ
い

教き
ょ
う

育い
く

に
慣な

れ
た

我わ
れ

々わ
れ

か
ら
見み

る
と
、
理り

解か
い

し
に
く
い
点て

ん

で
す
。「
意い

味み

も
分わ

か

ら
ず
に
論ろ

ん

語ご

の
文ぶ

ん

章し
ょ
うを
音お

ん

読ど
く

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
何な

に

に
な

る
の
か
」
と
考か

ん
がえ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

脳の
う

の
成せ

い

長ち
ょ
う

過か

程て
い

で
は
、
二ふ

た

つ
の
臨り

ん

界か
い

期き

が
あ
り
ま
す
。
３

歳さ
い

ま
で
に
脳の

う

の
７
～
８
割わ

り

が
で
き
あ
が
っ
て
、
聞き

い
た
り
話は

な
し
し

た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
幼よ

う

年ね
ん

期き

で
は
、
模も

倣ほ
う

と

繰く

り
返か

え

し
が
大だ

い

好す

き
で
、
意い

味み

を
考か

ん
が
え
る
こ
と
な
く
、
言こ

と

葉ば

の

リ
ズ
ム
や
響ひ

び

き
の
み
で
も
楽た

の

し
め
ま
す
。
で
す
か
ら
、
幼よ

う

年ね
ん

期き

に
楽た

の

し
み
な
が
ら
、
大た

い

量り
ょ
うの
言こ

と

葉ば

を
音お

と

と
文も

字じ

の
図ず

形け
い

だ
け
で

も
吸

き
ゅ
う

収し
ゅ
うし
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

８
～
１
０
才さ

い

を
超こ

え
た
少

し
ょ
う

年ね
ん

期き

に
な
る
と
、
意い

味み

を
知し

り

た
い
思お

も

い
が
顕け

ん

在ざ
い

化か

し
て
き
ま
す
。
こ
の
時じ

期き

に
な
る
と
、
幼よ

う

年ね
ん

期き

の
素そ

読ど
く

の
時と

き

に
潜せ

ん

在ざ
い

的て
き

記き

憶お
く

の
中な

か

に
蓄ち

く

積せ
き

さ
れ
て
い
た
語ご

彙い

の
意い

味み

が
分わ

か
る
と
、
ハ
ッ
と
す
る
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、『
君き

み

が
代よ

』
の
「
さ
ざ
れ
石い

し

の
い
わ
お
と
な
り

て
」
と
い
う
一い

っ

節せ
つ

の
意い

味み

を
知し

っ
て
い
る
人ひ

と

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

で
し
ょ
う
。
意い

味み

も
分わ

か
ら
ず
に
、た
だ
歌う

た
っ
て
い
る
の
は
、ち
ょ

う
ど
素そ

読ど
く

と
同お

な

じ
で
す
。

　
さ
ざ
れ
石い

し

と
は
、
石せ

っ

灰か
い

質し
つ

角か
く

礫れ
き

岩が
ん

と
呼よ

ば
れ
る
石い

し

の
一い

っ

種し
ゅ

で
、

小こ

石い
し

が
長な

が

い
年ね

ん

月げ
つ

の
間あ

い
だに
、
セ
メ
ン
ト
で
固か

た

め
た
よ
う
に
、
互た

が

い
に
く
っつ
い
て
、
や
が
て
大お

お

き
な
巌い

わ
おと
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
一ひ

と

人り

ひ
と
り
の
国こ

く

民み
ん

が
連れ

ん

帯た
い

し
て
、
大お

お

き
な
「
和わ

の
国く

に

」
と
な
っ

て
い
る
日に

本ほ
ん

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うで
す
。

　

幼よ
う

年ね
ん

期き

に
は
意い

味み

も
分わ

か
ら
ず
に
歌う

た
っ
て
い
た
歌か

詞し

が
、
何な

ん

年ね
ん

か
し
て
、
こ
う
い
う
意い

味み

だ
と
知し

っ
た
と
き
に
、「
そ
う
だ
っ

た
の
か
」
と
い
う
感か

ん

動ど
う

と
と
も
に
、
よ
り
深ふ

か

く
心こ

こ
ろに
刻き

ざ

ま
れ
る

の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
幼よ

う

年ね
ん

期き

に
素そ

読ど
く

で
大た

い

量り
ょ
うの
語ご

彙い

を
そ
の
響ひ

び

き

と
と
も
に
、
潜せ

ん

在ざ
い

記き

憶お
く

に
蓄た

く
わえ
て
お
き
、
少

し
ょ
う

年ね
ん

期き

以い

降こ
う

に
自じ

分ぶ
ん

が
出で

会あ

っ
た
際さ

い

に
体た

い

験け
ん

的て
き

に
意い

味み

を
理り

解か
い

し
て
、
そ
の
言こ

と

葉ば

を

我わ

が
物も

の

と
す
る
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
、
脳の

う

の
発は

っ

達た
つ

の
プ
ロ
セ

ス
か
ら
言い

っ
て
も
、
き
わ
め
て
合ご

う

理り

的て
き

な
や
り
方か

た

な
の
で
す
。

　

我わ
れ

々わ
れ

は
「
意い

味み

が
分わ

か
る
」
と
い
う
事こ

と

の
意い

味み

を
考か

ん
がえ
直な

お

さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

に
「
情な

さ

け
は
人ひ

と

の
た
め
な
ら
ず
」
の
意い

味み

を
説と

い
て
、「
人ひ

と

に
情な

さ

け
を
か
け
る
こ

１
．「
鳩は

と

」
と
書か

か
れ
た

　
　

漢か
ん

字じ

カ
ー
ド
を
見み

て「
は
と
！
」

と
は
、
自じ

分ぶ
ん

の
た
め
に
も
な
る
ん
だ
」
と
一い

ち

応お
う

の
理り

解か
い

を
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

で
は「
ふ
～
ん
」

と
聞き

い
て
も
、
頭あ

た
まの
中な

か

で
意い

味み

を
知ち

的て
き

に
理り

解か
い

し
た
と
い
う
だ

け
で
、
す
ぐ
に
忘わ

す

れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後ご

、
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

く
ら
い
に
な
っ
て
、
電で

ん

車し
ゃ

の
中な

か

で
お
年と

し

寄よ

り
に
席せ

き

を
譲ゆ

ず
っ
た
ら
、
お
礼れ

い

を
言い

わ
れ
て
、
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

が
爽さ

わ

や

か
な
思お

も

い
を
し
、「
あ
、こ
れ
も
情な

さ

け
は
人ひ

と

の
た
め
な
ら
ず
だ
な
」

と
素そ

読ど
く

で
習な

ら

っ
た
事こ

と

を
思お

も

い
出だ

し
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ
う
。
そ

れ
ま
で
の
理り

知ち

的て
き

な
理り

解か
い

に
対た

い

し
て
、
実じ

っ

感か
ん

の
籠こ

も
っ
た
深ふ

か

い

理り

解か
い

に
達た

っ

し
ま
す
。
物も

の

事ご
と

の
意い

味み

と
は
、
体た

い

験け
ん

の
積つ

み
重か

さ

ね
を

通つ
う

じ
て
、
理り

解か
い

が
深ふ

か

ま
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

と
す
れ
ば
、
は
じ
め
か
ら
言こ

と

葉ば

の
意い

味み

を
説せ

つ

明め
い

し
て
、
小

し
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
段だ

ん

階か
い

で
「
分わ

か
っ
た
」
と
思お

も

い
込こ

ま
せ
て
し
ま
う
よ

り
も
、
そ
の
時と

き

は
ま
だ
分わ

か
ら
な
い
事こ

と

と
し
て
、
そ
の
後ご

の
人じ

ん

生せ
い

で
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
自じ

分ぶ
ん

な
り
に
感か

ん

じ
、
考か

ん
が
え
な
が
ら
、
意い

味み

の
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
て
い
く
、
と
い
う
方ほ

う

が
、
深ふ

か

い
学が

く

問も
ん

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
う
考か

ん
がえ
る
と
、現げ

ん

代だ
い

教き
ょ
う

育い
く

で
、就

し
ゅ
う

学が
く

前ま
え

は
あ
ま
り
「
聞き

く
」

「
話は

な

す
」
の
機き

会か
い

を
与あ

た

え
ず
、
入

に
ゅ
う

学が
く

す
る
と
い
き
な
り
、
抽

ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

な
ひ
ら
が
な
か
ら
「
読よ

み
」「
書か

き
」、「
意い

味み

」
ま
で
一い

っ

気き

に
教お

し

え
る
、
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
人に

ん

間げ
ん

の
成せ

い

長ち
ょ
う

過か

程て
い

を

無む

視し

し
た
「
押お

し
つ
け
」
教

き
ょ
う

育い
く

に
見み

え
ま
す
。
だ
か
ら
、
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

の
教

き
ょ
う

室し
つ

で
は
、
冒ぼ

う

頭と
う

に
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
保ほ

育い
く

園え
ん

ほ
ど
子こ

供ど
も

た
ち
は

活い

き
活い

き
し
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

３
才さ

い

ま
で
は
家か

庭て
い

で
母は

は

親お
や

や
祖そ

母ぼ

な
ど
か
ら
、
た
っ
ぷ
り
語か

た

り
か
け
、
読よ

み
聞き

か
せ
を
し
て
も
ら
っ
て
脳の

う

を
育そ

だ

て
、
３
才さ

い

以い

降こ
う

は
素そ

読ど
く

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、
先せ

ん

生せ
い

の
読よ

み
を
模も

倣ほ
う

し
な
が
ら
、
な
る

べ
く
多お

お

く
の
言こ

と

葉ば

の
音お

と

と
リ
ズ
ム
を
く
り
返か

え

し
潜せ

ん

在ざ
い

記き

憶お
く

に
蓄

た
く
わ

え
る
。
８
～
１
０
才さ

い

か
ら
は
、
勉べ

ん

強き
ょ
うと
人じ

ん

生せ
い

経け
い

験け
ん

を
積つ

ん
で
、

そ
れ
ら
の
言こ

と

葉ば

の
意い

味み

の
体た

い

験け
ん

的て
き

理り

解か
い

を
深ふ

か

め
て
い
く
。

　
こ
れ
が
江え

戸ど

時じ

代だ
い

ま
で
の
我わ

が
国く

に

の
子こ

育そ
だ

て
の
方ほ

う

法ほ
う

で
し

た
。
そ
れ
は
脳の

う

の
成せ

い

長ち
ょ
う

過か

程て
い

に
適て

き

し
た
、
合ご

う

理り

的て
き

な
教

き
ょ
う

育い
く

方ほ
う

法ほ
う

だ
っ
た
の
で
す
。
脳の

う

の
成せ

い

長ち
ょ
う

過か

程て
い

に
合あ

っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

漢か
ん

字じ

カ
ー
ド
や
素そ

読ど
く

に
子こ

供ど
も

た
ち
は
夢む

中ち
ゅ
うに
な
る
の
で
す
。
日に

本ほ
ん

中じ
ゅ
うの
子こ

供ど
も

た
ち
が
、
こ
う
い
う
風ふ

う

に
活い

き
活い

き
と
国こ

く

語ご

を
学ま

な

ん
で
欲ほ

し
い
も
の
で
す
。

　

読ど
く

者し
ゃ

の
皆み

な

さ
ん
が
小ち

い

さ
な
お
子こ

さ
ん
を
お
持も

ち
で
し
た
ら
、

ぜ
ひ
語か

た

り
聞き

か
せ
、
読よ

み
聞き

か
せ
を
十

じ
ゅ
う

二に

分ぶ
ん

に
し
て
あ
げ
て
下く

だ

さ
い
。
保ほ

育い
く

園え
ん

幼よ
う

稚ち

園え
ん

に
入は

い

る
年と

し

頃ご
ろ

な
ら
、
ぜ
ひ
近き

ん

所じ
ょ

で
石い

し

井い

式し
き

や
素そ

読ど
く

を
実じ

っ

施し

し
て
い
る
処と

こ
ろ
を
探さ

が

し
て
み
て
下く

だ

さ
い
。
定て

い

年ね
ん

後ご

に
時じ

間か
ん

の
余よ

裕ゆ
う

が
で
き
た
方か

た

々が
た

な
ら
、
自み

ず
か
ら
寺て

ら

子こ

屋や

を
開ひ

ら

い

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
教

き
ょ
う

育い
く

は
、
こ
う
し
て
家か

庭て
い

や
寺て

ら

子こ

屋や

が
担に

な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
育そ

だ

て
ら
れ
た
人ひ

と

々び
と

が
、
明め

い

治じ

日に

本ほ
ん

の
世せ

界か
い

史し

に
残の

こ

る
躍や

く

進し
ん

を
実じ

つ

現げ
ん

し
た
の
で
す
。

                                             （
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
３
２
０
）
子こ

ど
も
を
伸の

ば
す
漢か

ん

字じ

教き
ょ
う

育い
く

　

幼よ
う

稚ち

園え
ん

児じ

た
ち
は
喜よ

ろ
こ
ん
で
漢か

ん

字じ

を
覚お

ぼ

え
、
知ち

能の
う

指し

数す
う

も
高た

か

ま
り
、
情

じ
ょ
う

操そ
う

も
豊ゆ

た

か
に
な
っ
て
い
っ
た
。

Ｂ
．
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る
日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
９

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

・
川か

わ

島し
ま

隆り
ゅ
う

太た

、
安あ

達だ
ち

忠た
だ

夫お

『
脳の

う

と
音お

ん

読ど
く

』
★
★
★
、
講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

現げ
ん

代だ
い

新し
ん

書し
ょ

、
Ｈ
１
６

・
松ま

つ

崎ざ
き

泰や
す
し、
榊

さ
か
き

浩こ
う

平へ
い

（
著ち

ょ

）
川か

わ

島し
ま

隆り
ゅ
う

太た

（
監か

ん

修し
ゅ
う）『
最さ

い

新し
ん

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
防
災

イ
ベ
ン
ト
の
多
く
が
中
止

や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
中
、
神
戸
市
の
市
立
幼

稚
園
で
は
避
難
・
防
災
訓

練
を
２
０
１
９
年
度
と
ほ

ぼ
同
じ
頻
度
で
実
施
し
て

い
る
こ
と
が
１
５
日
、
共

同
通
信
の
調
査
で
分
か
っ

た
。
１
９
年
度
は
平
均
７
・

３
回
、
２
０
年
度
は
６
・

９
回
だ
っ
た
。

　

６
４
３
４
人
が
亡
く

な
っ
た
１
９
９
５
年
の
阪

神
大
震
災
で
は
、
１
０
歳

未
満
の
子
ど
も
も
２
５
０

人
以
上
死
亡
。
２
６
年

た
っ
て
も
教
訓
が
引
き
継

が
れ
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
工

夫
を
講
じ
つ
つ
、
幼
少
期

に
体
で
覚
え
る
実
践
が
浸

透
し
て
い
る
実
態
が
浮
か

ん
だ
。

　

調
査
は
昨
年
１
２
月
～

今
年
１
月
上
旬
、
神
戸
市

立
幼
稚
園
３
３
園
を
対
象

に
実
施
、
う
ち
２
９
園
が

回
答
し
た
。
消
防
法
の
規

則
で
幼
稚
園
に
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
避
難
訓
練
は

年
２
回
以
上
だ
が
、
感
染

防
止
策
を
講
じ
て
多
数
回

を
維
持
し
て
い
た
。

　

７
園
で
は
２
０
年
度
の

回
数
（
３
月
末
ま
で
の
予

定
分
を
含
む
）
が
１
９
年

度
よ
り
増
加
。
臨
時
休
園

し
た
期
間
に
訓
練
内
容
を

見
直
し
て
回
数
を
増
や
し

た
園
も
あ
っ
た
。

　

訓
練
の
想
定
（
重
複
あ

り
）
は
「
地
震
」
が
最
多

で
平
均
３
・
１
回
、
２
番

目
は
「
火
事
」
で
２
・
２

コ
ロ
ナ
禍
で
も
避
難
訓
練
継
続

神
戸
市
立
幼
稚
園
、年
７
回

回
だ
っ
た
。
沿
岸
部
の
園

で
は
「
津
波
・
高
潮
」
も

あ
っ
た
。

　

感
染
対
策
と
し
て
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
に
加
え

「
集
合
時
は
間
隔
を
空
け

る
」「
訓
練
時
間
の
短
縮
」

と
い
っ
た
工
夫
を
し
て
い

た
。
小
束
山
幼
稚
園
は
、

引
き
渡
し
訓
練
で
密
集
を

避
け
る
た
め
学
年
ご
と
に

集
合
場
所
を
分
け
た
。
東

灘
の
ぞ
み
幼
稚
園
は
「
引

率
教
員
が
リ
ュ
ッ
ク
に
体

温
計
や
、
園
児
の
人
数
分

の
マ
ス
ク
、
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
を
入
れ
た
」
と
答

え
た
。

　

一
方
、
間
隔
を
取
る
と

「
教
員
の
指
示
が
届
き
づ
ら

く
、
安
全
を
確
保
し
に
く

い
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
訓
練
を

実
施
し
た
理
由
は
、
２
３

園
が
「
災
害
は
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
」
と
回

答
。「
自
分
自
身
で
身
を

守
る
こ
と
を
意
識
付
け
る

た
め
」「
１
・
１
７
を
忘
れ

な
い
た
め
」
と
の
回
答
も

見
ら
れ
た
。
青
山
台
こ
ば

と
幼
稚
園
は
「
幼
児
は
体

験
す
る
こ
と
で
身
に
付
い

て
い
く
」
と
幼
児
期
の
訓

練
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

六
甲
山
幼
稚
園
の
古
沢

直
子
教
諭
（
３
４
）
は
「
コ

ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ

命
の
尊
さ
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

脳の
う

科か

学が
く

で
つ
い
に
出で

た
結け

つ

論ろ
ん　

「
本ほ

ん

の
読よ

み
方か

た

」
で
学が

く

力り
ょ
くは

決き

ま
る
』
★
★
、
青せ

い

春し
ゅ
ん

出
し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

（
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
版は

ん

）、

Ｈ
３
０

・松ま
つ

田だ

雄ゆ
う

一い
ち『
素そ

読ど
く

を
す
れ
ば
、

国こ
く

語ご

力り
ょ
くが
上あ

が
る
！　

古こ

典て
ん

や
名め

い

文ぶ
ん

で
子こ

供ど
も

の
能の

う

力り
ょ
く

開か
い

花か

』
★
★
★
、
か
ざ
の
ひ
文ぶ

ん

庫こ

（
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
版は

ん

）、

Ｈ
３
０

３
．
胎た

い

児じ

乳に
ゅ
う

児じ

は
母は

は

親お
や

の
語か

た

り
か
け
を

        

音お
ん

楽が
く

の
よ
う
に
楽た

の

し
む

８
．「
意い

味み

が
分わ

か
る
」

        

と
い
う
こ
と
の
意い

味み

５
．「
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

の
目め

が
か
が
や
き
」

（３） ２０２１（令和三）年第５６５３号 	 １月	１６日	（土曜日）

２
．
言げ

ん

語ご

を
扱あ

つ
か

う
前ぜ

ん

頭と
う

前ぜ
ん

野や

は

        

３
歳さ

い

ま
で
に
急き

ゅ
う

激げ
き

に
発は

っ

達た
つ

す
る

４
．
母は

は

親お
や

の
読よ

み
聞き

か
せ
で
、

        

子こ

供ど
も

の
脳の

う

が
活か

っ

発ぱ
つ

に
働は

た
ら

く

６
．
意い

味み

が
分わ

か
ら
な
く
と
も
、

　
　

脳の
う

は
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

動う
ご

い
て
い
る

７
．
意い

味み

を
問と

わ
な
い
幼よ

う

年ね
ん

期き

、

        

意い

味み

を
考か

ん
が

え
始は

じ

め
る
少し

ょ
う

年ね
ん

期き



（４）２０２１（令和三）年 第５６５３号	 １月	１６日	（土曜日）
　

２
０
０
１
年ね

ん

９
月が

つ

、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
世せ

界か
い

貿ぼ
う

易え
き

セ
ン

タ
ー
ビ
ル
に
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

さ
れ
た
旅り

ょ

客か
く

機き

が
突と

つ

入に
ゅ
う、
そ

の
直

ち
ょ
く

後ご

、
同ど

う

ビ
ル
は
跡あ

と

形か
た

も
な
く
崩く

ず

れ
落お

ち
た
。
そ
の

後ご

、
全ぜ

ん

米べ
い

各か
く

所し
ょ

で
テ
ロ
が
行

お
こ
な

わ
れ
、
多た

数す
う

の
死し

傷し
ょ
う

者し
ゃ

を
出だ

し
た
（
同ど

う

時じ

多た

発は
つ

テ
ロ
）。

　

犯は
ん

行こ
う

は
イ
ス
ラ
ム
過か

激げ
き

組そ

織し
き

ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
る
と
さ

れ
た
。
テ
ロ
と
の
戦た

た
か
い
を
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
ア
メ
リ
カ
は
、
報ほ

う

復ふ
く

の
た
め
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

拠き
ょ

点て
ん

を
攻こ

う

撃げ
き

し
、
２
０
０
３

年ね
ん

か
ら
は
イ
ラ
ク
に
侵し

ん

攻こ
う

し
た

（
イ
ラ
ク
戦せ

ん

争そ
う

）。

２
１
世せ

い

紀き

の
日に

本ほ
ん

の
進し

ん

路ろ

　

米べ
い

ソ
冷れ

い

戦せ
ん

の
終

し
ゅ
う

結け
つ

に
よ
っ

て
、
世せ

界か
い

規き

模ぼ

の
核か

く

戦せ
ん

争そ
う

の

危き

険け
ん

は
遠と

お

の
い
た
が
、
民み

ん

族ぞ
く

や
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うの
対た

い

立り
つ

、
社し

ゃ

会か
い

体た
い

制せ
い

の
違ち

が

い
に
基も

と

づ
く
紛ふ

ん

争そ
う

や
テ

ロ
の
脅

き
ょ
う

威い

は
、
そ
の
後ご

も
な

く
な
っ
て
い
な
い
。
と
く
に

東ひ
が
しア
ジ
ア
で
は
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

が

一い
っ

党と
う

支し

配は
い

す
る
国こ

っ

家か

と
の
冷れ

い

戦せ
ん

状じ
ょ
う

態た
い

が
未い

ま

だ
に
続つ

づ

い
て
お

り
、
脅

き
ょ
う

威い

と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
世せ

い

紀き

末す
え

か
ら
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
台た

い

頭と
う

し
、

２
０
１
２
年ね

ん

に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国こ

く

内な
い

総そ
う

生せ
い

産さ
ん

）
で
ア
メ
リ

カ
に
次つ

ぐ
世せ

界か
い

第だ
い

２
位い

に

な
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

同ど
う

国こ
く

の
国こ

く

民み
ん

一ひ
と

人り

当あ

た
り
の

所し
ょ

得と
く

は
日に

本ほ
ん

よ
り
は
る
か
に

低ひ
く

く
、
極

き
ょ
く

端た
ん

な
貧ひ

ん

富ぷ

の
格か

く

差さ

も
生う

ま
れ
て
い
る
。
都と

市し

の

大た
い

気き

や
河か

川せ
ん

の
汚お

染せ
ん

、
国こ

く

土ど

の
砂さ

漠ば
く

化か

な
ど
の
環か

ん

境き
ょ
う

破は

壊か
い

も
深し

ん

刻こ
く

で
あ
る
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

は
軍ぐ

ん

備び

拡か
く

張ち
ょ
うを
進す

す

め
、
チ
ベッ
ト
や
ウ
イ
グ
ル
な

ど
の
支し

配は
い

を
強つ

よ

め
、
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

海か
い

域い
き

や
海か

い

洋よ
う

へ
の
軍ぐ

ん

事じ

力り
ょ
くを
背は

い

景け
い

に
し
た
進し

ん

出し
ゅ
つを
強

き
ょ
う

化か

し
て

い
る
。
ま
た
、
尖せ

ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

の

領り
ょ
う

有ゆ
う

権け
ん

を
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
、
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に

漁ぎ
ょ

船せ
ん

、
公こ

う

船せ
ん

、
航こ

う

空く
う

機き

を
日に

本ほ
ん

の
領

り
ょ
う

海か
い

・
領

り
ょ
う

空く
う

に
侵し

ん

入に
ゅ
うさ

せ
て
い
る
が
、
日に

本ほ
ん

は
「
尖せ

ん

し
、
自じ

国こ
く

の
体た

い

制せ
い

強き
ょ
う

化か

の
た

め
に
利り

用よ
う

し
た
。

　

日に

本ほ
ん

は
３
度ど

に
わ
た
り
拉ら

致ち

被ひ

害が
い

者し
ゃ

と
家か

族ぞ
く

の
一い

ち

部ぶ

を

帰き

国こ
く

さ
せ
た
が
、
依い

然ぜ
ん

と
し

て
数す

う

百ひ
ゃ
く

名め
い

と
も
言い

わ
れ
る

日に

本ほ
ん

人じ
ん

同ど
う

胞ほ
う

が
不ふ

当と
う

に
拘こ

う

束そ
く

さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
１
年ね

ん

１
０
月が

つ

、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
拉ら

致ち

さ
れ
て
い
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

５
名め

い

が

帰き

国こ
く

し
た
が
、
我わ

が
国く

に

の
国こ

く

民み
ん

保ほ

護ご

の
体た

い

制せ
い

の
不ふ

備び

を
突つ

い
て
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
拉ら

致ち

さ
れ
た

被ひ

害が
い

者し
ゃ

が
い
ま
だ
多お

お

く
い
る
。

　

竹た
け

島し
ま

は
日に

本ほ
ん

固こ

有ゆ
う

の

領り
ょ
う

土ど

で
あ
る
が
、
韓か

ん

国こ
く

は

竹た
け

島し
ま

を
自じ

国こ
く

領り
ょ
う

と
主し

ゅ

張
ち
ょ
う

し
、
１
９
５
３
年ね

ん

か
ら
武ぶ

装そ
う

警け
い

察さ
つ

官か
ん

を
常

じ
ょ
う

駐ち
ゅ
うさ
せ
て
不ふ

当と
う

な
占せ

ん

拠き
ょ

を
続つ

づ

け
て
い
る
。
竹た

け

島し
ま

で
は
、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

に
鳥と

っ

取と
り

藩は
ん

の
人ひ

と

が
幕ば

く

府ふ

の
許き

ょ

可か

を

得え

て
漁ぎ

ょ

業ぎ
ょ
うを
行

お
こ
な

っ
て
い
た
。

１
９
０
５
年ね

ん

に
は
、
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

に
従

し
た
が

っ
て
我わ

が
国く

に

の
領

り
ょ
う

土ど

と

し
、
島し

ま

根ね

県け
ん

に
編へ

ん

入に
ゅ
うし
て
実じ

っ

効こ
う

支し

配は
い

を
行

お
こ
な
っ
て
い
た
。

東ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

。
岩い

わ

手て

県け
ん

大お
お

船ふ
な

渡と

市し

（
２
０
１
１
年ね

ん

３

月が
つ

１
５
日に

ち

）
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
の
地じ

震し
ん

と
そ
れ
に

続つ
づ

く
津つ

波な
み

後ご

、
瓦が

礫れ
き

の
中な

か

に
あ
る
漁ぎ

ょ

船せ
ん

。（
１
等と

う

広こ
う

報ほ
う

官か
ん 

M
atthew

 M
. Bradley 

に
よ
る
ア
メ
リ
カ
合が

っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

海か
い

軍ぐ
ん

写じ
ゃ

真し
ん

の
リ
リ
ー
ス
）

（終
お

わり）

《補
ほ

講
こう

》戦
せん

争
そう

と全
ぜん

体
たい

主
しゅ

義
ぎ

の犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

《補
ほ

講
こう

》東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

と日
に

本
ほん

人
じん

　２０世
せ い

紀
き

は、｢ 戦
せ ん

争
そ う

と革
か く

命
め い

の時
じ

代
だ い

｣ でした。人
じ ん

類
る い

はこの１００年
ね ん

の間
あいだ

に、
２度

ど

の世
せ

界
か い

大
た い

戦
せ ん

とロシア革
か く

命
め い

を始
は じ

めとする多
た

数
す う

の革
か く

命
め い

を経
け い

験
け ん

しました。この
世
せ い

紀
き

ほど夥
おびただ

しい人
じ ん

命
め い

が失
うしな

われた時
じ

代
だ い

はありませんでした。
　第

だ い

１次
じ

大
た い

戦
せ ん

では１千
せ ん

万
ま ん

人
に ん

の戦
せ ん

死
し

者
し ゃ

を出
だ

し、第
だ い

２次
じ

大
た い

戦
せ ん

では２５００万
ま ん

人
に ん

の規
き

模
ぼ

になった上
う え

、多
た

数
す う

の民
み ん

間
か ん

人
じ ん

も犠
ぎ

牲
せ い

になりました。ナチスドイツはユダ
ヤ人

じ ん

の大
た い

量
りょう

殺
さ つ

戮
り く

を行
お こ

ないました。ナチズムの犠
ぎ

牲
せ い

者
し ゃ

を２５００万
ま ん

人
に ん

とする
説
せ つ

もあります。
　ソ連

れ ん

の共
きょう

産
さ ん

革
か く

命
め い

による一
い っ

党
と う

独
ど く

裁
さ い

のスターリン支
し

配
は い

下
か

で「富
ふ

農
の う

撲
ぼ く

滅
め つ

」の名
な

の下
も と

で、多
た

数
す う

の無
む

実
じ つ

の農
の う

民
み ん

が処
し ょ

刑
け い

され、あるいは餓
が

死
し

させられました。更
さ ら

に共
きょう

産
さ ん

主
し ゅ

義
ぎ

を受
う

け入
い

れない人
ひ と

は政
せ い

治
じ

犯
は ん

として強
きょう

制
せ い

収
しゅう

容
よ う

所
じ ょ

に送
お く

られました。
　中

ちゅう

国
ご く

の文
ぶ ん

化
か

大
だ い

革
か く

命
め い

による犠
ぎ

牲
せ い

者
し ゃ

などを合
あ

わせると２０世
せ い

紀
き

中
ちゅう

における共
きょう

産
さ ん

主
し ゅ

義
ぎ

の犠
ぎ

牲
せ い

者
し ゃ

数
す う

は１億
お く

人
に ん

に近
ち か

いと言
い

われています。
　２０世

せ い

紀
き

は、ファシズムと共
きょう

産
さ ん

主
し ゅ

義
ぎ

の二
ふ た

つの全
ぜ ん

体
た い

主
し ゅ

義
ぎ

の犠
ぎ

牲
せ い

者
し ゃ

が、２つ
の世

せ

界
か い

大
た い

戦
せ ん

の死
し

者
し ゃ

数
す う

をはるかに上
う わ

回
ま わ

り、戦
せ ん

争
そ う

よりも多
お お

くの血
ち

が流
な が

れた世
せ い

紀
き

と
考
かんが

えられています。
　米

べ い

ソの冷
れ い

戦
せ ん

が終
しゅう

了
りょう

したとはいえ、東
ひがし

アジアではまだ冷
れ い

戦
せ ん

の名
な

残
ご

りがあり、
世

せ

界
か い

各
か く

地
ち

で民
み ん

族
ぞ く

や宗
しゅう

教
きょう

の対
た い

立
り つ

に根
ね

ざす争
あらそ

いごとはなくなっていません。２１
世
せ い

紀
き

は、２０世
せ い

紀
き

の人
じ ん

類
る い

が犯
お か

した過
あやま

ちを繰
く

り返
か え

してはなりません。

《補
ほ

講
こう

》勇
ゆう

気
き

と友
ゆう

情
じょう

の物
もの

語
がたり

・世
せ

界
かい

と
交
こう

流
りゅう

した日
に

本
ほん

人
じん

の記
き

録
ろく

　１８９０年
ね ん

６月
が つ

、トルコ（オスマン帝
て い

国
こ く

）の軍
ぐ ん

艦
か ん

エルトゥー
ルル号

ご う

で、６５０人
に ん

の親
し ん

善
ぜ ん

使
し

節
せ つ

が横
よ こ

浜
は ま

に到
と う

着
ちゃく

しました。日
に

本
ほ ん

で
はこの年

と し

、初
は じ

めて帝
て い

国
こ く

議
ぎ

会
か い

が開
ひ ら

かれた年
と し

で、同
お な

じように近
き ん

代
だ い

国
こ っ

家
か

をめざしていたトルコは、日
に

本
ほ ん

との友
ゆ う

好
こ う

を強
つ よ

く望
の ぞ

んでいました。
　明

め い

治
じ

天
て ん

皇
の う

始
は じ

め各
か く

界
か い

の熱
ね つ

烈
れ つ

な歓
か ん

迎
げ い

を受
う

け、９月
が つ

に帰
き

国
こ く

の途
と

に
つきました。神

こ う

戸
べ

に向
む

かう途
と

中
ちゅう

で台
た い

風
ふ う

に遭
あ

い、和
わ

歌
か

山
や ま

県
け ん

串
く し

本
も と

町
ちょう

大
お お

島
し ま

の樫
か し

野
の

崎
さ き

沖
お き

で難
な ん

破
ぱ

、沈
ち ん

没
ぼ つ

してしまいました。５８７人
に ん

が犠
ぎ

牲
せ い

になる大
だ い

惨
さ ん

事
じ

で、深
し ん

夜
や

、岸
き し

に打
う

ち上
あ

げられた人
ひ と

々
び と

は、灯
と う

台
だ い

に
たどり着

つ

き、助
た す

けを求
も と

めました。灯
と う

台
だ い

守
も り

は万
ば ん

国
こ く

信
し ん

号
ご う

の本
ほ ん

を広
ひ ろ

げ、
三

み

日
か

月
づ き

と星
ほ し

の国
こ っ き

旗を決
き

め手
て

にトルコ人
じ ん

であることを知
し

りました。
　大

お お

島
し ま

には４００戸
こ

の島
と う

民
み ん

が住
す

んでいました。気
き

の毒
ど く

な異
い

国
こ く

の
遭
そ う

難
な ん

者
し ゃ

を救
す く

おうとして献
け ん

身
し ん

的
て き

に働
はたら

きました。男
おとこ

たちは海
う み

で遭
そ う

難
な ん

者
し ゃ

を探
さ が

し、冷
つ め

たくなりかけた負
ふ

傷
しょう

者
し ゃ

には裸
はだか

になって自
じ

分
ぶ ん

の体
た い

温
お ん

で体
からだ

を温
あたた

め、命
いのち

のともし火
び

を甦
よみがえ

らせました。女
おんな

たちは負
ふ

傷
しょう

者
し ゃ

の
介
か い

護
ご

や食
しょく

事
じ

の世
せ

話
わ

に不
ふ

眠
み ん

不
ふ

休
きゅう

で奔
ほ ん

走
そ う

しました。島
と う

民
み ん

たちは非
ひ

常
じょう

食
しょく

用
よ う

の鶏
にわとり

など、持
も

てるもの全
す べ

てを提
て い

供
きょう

しました。
　事

じ

件
け ん

が新
し ん

聞
ぶ ん

で報
ほ う

じられると、日
に

本
ほ ん

中
じゅう

から２５００万
ま ん

円
え ん

に相
そ う

当
と う

する義
ぎ

捐
え ん

金
き ん

が集
あ つ

まりました。生
せ い

存
ぞ ん

者
し ゃ

６９名
め い

は、神
こ う

戸
べ

の病
びょう

院
い ん

で手
て

厚
あ つ

い治
ち

療
りょう

を受
う

け、元
げ ん

気
き

を回
か い

復
ふ く

して日
に

本
ほ ん

の軍
ぐ ん

艦
か ん

「金
こ ん

剛
ご う

」｢ 比
ひ

叡
え い

｣
に乗

の

って帰
き

国
こ く

しました。
　明

め い

治
じ

天
て ん

皇
の う

は島
と う

民
み ん

の立
り っ

派
ぱ

な行
おこな

いを賞
しょう

賛
さ ん

し、それまで救
きゅう

援
え ん

活
か つ

動
ど う

にかかった費
ひ

用
よ う

を申
も う

し出
で

ることを求
も と

めました。島
と う

民
み ん

は ｢ 当
あ

たり前
ま え

のことをしただけ ｣といってきっぱり断
ことわ

りました。明
め い

治
じ

の日
に

本
ほ ん

人
じ ん

の心
こころ

意
い

気
き

を示
し め

す出
で

来
き

事
ご と

でした。
　９５年

ね ん

後
ご

の１９８５年
ね ん

３月
が つ

、イラン・イラク戦
せ ん

争
そ う

のさなか、
イラクのフセイン大

だ い

統
と う

領
りょう

は、「今
い ま

から４８時
じ

間
か ん

後
ご

以
い

降
こ う

は、イラン
の上

じょう

空
く う

の全
す べ

ての飛
ひ

行
こ う

機
き

は無
む

差
さ

別
べ つ

に打
う

ち落
お

とす」と発
は っ

表
ぴょう

しました。
他
ほ か

の国
く に

の人
ひ と

々
び と

は自
じ

国
こ く

から派
は

遣
け ん

された特
と く

別
べ つ

機
き

で次
つ ぎ

々
つ ぎ

と脱
だ っ

出
しゅつ

しまし
たが、日

に

本
ほ ん

人
じ ん

とその家
か

族
ぞ く

は、テヘラン空
く う

港
こ う

に取
と

り残
の こ

されてしま
いました。
　時

じ

間
か ん

切
ぎ

れが間
ま

近
ぢ か

になった時
と き

、２機
き

の飛
ひ

行
こ う

機
き

が突
と つ

然
ぜ ん

やってき
て、空

く う

港
こ う

に降
お

り立
た

ちました。日
に

本
ほ ん

人
じ ん

救
きゅう

出
しゅつ

の為
た め

の特
と く

別
べ つ

機
き

でした。
２１５人

に ん

の日
に

本
ほ ん

人
じ ん

は、警
け い

告
こ く

期
き

限
げ ん

のわずか２時
じ

間
か ん

まえに、無
ぶ

事
じ

出
しゅっぱつ

発することが出
で

来
き

ました。
　飛

ひ

行
こ う

機
き

は、トルコ政
せ い

府
ふ

が、エルトゥールル号
ご う

事
じ

件
け ん

の恩
お ん

返
が え

しの
ために派

は

遣
け ん

した救
きゅう

援
え ん

機
き

だったのです。事
じ

件
け ん

から９５年
ね ん

も経
た

って
いるのに、トルコの人

ひ と

々
び と

は、明
め い

治
じ

の日
に

本
ほ ん

人
じ ん

が示
し め

した真
ま

心
ごころ

と献
け ん

身
し ん

への感
か ん

謝
し ゃ

を忘
わ す

れていなかったのです。

台
たい

湾
わん

に巨
きょ

大
だい

ダムを作
つく

った八
は っ た

田與
よ

一
いち

　台
た い

湾
わ ん

の嘉
か

南
な ん

平
へ い

野
や

は、台
た い

湾
わ ん

の全
ぜ ん

耕
こ う

地
ち

面
め ん

積
せ き

の１／６を占
し

める広
ひ ろ

さで
す。雨

う

期
き

には洪
こ う

水
ず い

が起
お

き、乾
か ん

期
き

に
は水

み ず

不
ぶ

足
そ く

に悩
な や

まされる、不
ふ

毛
も う

の大
だ い

地
ち

でした。
　石

い し

川
か わ

県
け ん

に生
う

まれ、東
と う

京
きょう

大
だ い

学
が く

で
土

ど

木
ぼ く

技
ぎ

術
じゅつ

を学
ま な

んで、台
た い

湾
わ ん

総
そ う

督
と く

府
ふ

に
赴

ふ

任
に ん

した八
は っ

田
た

與
よ

一
い ち

は、現
げ ん

地
ち

を調
ちょう

査
さ

して工
こ う

事
じ

計
け い

画
か く

を提
て い

出
しゅつ

しました。そ
れは嘉

か

南
な ん

平
へ い

野
や

の上
じょう

流
りゅう

の川
か わ

をせき止
と

めダムを造
つ く

る、安
あ ん

定
て い

して水
み ず

を供
きょう

給
きゅう

する灌
か ん

漑
が い

施
し

設
せ つ

を作
つ く

る計
け い

画
か く

でした。
　工

こ う

事
じ

は困
こ ん

難
な ん

を極
き わ

めました。ある日
ひ

のこと石
せ き

油
ゆ

ガスの爆
ば く

発
は つ

がお
こり、５０人

に ん

余
あ ま

りが死
し

亡
ぼ う

する大
だ い

惨
さ ん

事
じ

になりました。八
は っ

田
た

は、「も
う私

わたし

の言
い

うことを聞
き

いてくれる人
ひ と

はいないだろう」と嘆
な げ

きました
が、台

た い

湾
わ ん

の人
ひ と

たちは「事
じ

故
こ

はあんたのせいじゃない。おれたち
の為

た め

、台
た い

湾
わ ん

のために、皆
み な

で命
いのち

がけで働
はたら

いているのだ」と逆
ぎゃく

に八
は

田
た

を励
は げ

ましました。
　１９３０年

ね ん

、１０年
ね ん

がかりの世
せ い

紀
き

の大
だ い

事
じ

業
ぎょう

が完
か ん

成
せ い

し、嘉
か

南
な ん

平
へ い

野
や

は緑
みどり

の大
だ い

地
ち

に生
う

まれ変
か

わりました。アメリカの土
ど

木
ぼ く

学
が っ

会
か い

は、
「八

は っ た

田ダム」と名
な

づけ、世
せ

界
か い

にその偉
い

業
ぎょう

を紹
しょう

介
か い

しました。台
た い

湾
わ ん

の現
げ ん

地
ち

の人
ひ と

々
び と

は、今
い ま

でも八
は っ た

田の命
め い

日
に ち

にはお墓
は か

の前
ま え

で、墓
ぼ

前
ぜ ん

祭
さ い

を
毎
ま い

年
と し

行
おこな

っています。

閣か
く

は
日に

本ほ
ん

固こ

有ゆ
う

の
領

り
ょ
う

土ど

で
あ

り
、
領

り
ょ
う

土ど

問も
ん

題だ
い

は
存そ

ん

在ざ
い

し
な

い｣

と
の
立た

ち

場ば

を
と
り
、
尖せ

ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

を
守ま

も
っ
て
い
る
。

　

尖せ
ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

は
１
８
８
５

年ね
ん

か
ら
の
調

ち
ょ
う

査さ

に
基も

と

づ
き
、

１
８
９
５
年ね

ん

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が

ど
の
国く

に

に
も
属ぞ

く

し
て
い
な
い

こ
と
を
確か

く

認に
ん

し
、
閣か

く

議ぎ

決け
っ

定て
い

し
て
日に

本ほ
ん

の
領

り
ょ
う

土ど

に
編へ

ん

入
に
ゅ
う

し
た
。
そ
し
て
最さ

い

盛せ
い

期き

に
は

２
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が

カ
ツ
オ
節ぶ

し

製せ
い

造ぞ
う

な
ど
の
た
め

に
居き

ょ

住じ
ゅ
うし
て
い
た
。
戦せ

ん

後ご

ア

メ
リ
カ
の
施し

政せ
い

下か

に
あ
っ
た

が
、
１
９
７
２
年ね

ん

沖お
き

縄な
わ

返へ
ん

還か
ん

に
伴と

も
な

い
日に

本ほ
ん

の
領

り
ょ
う

土ど

に
戻も

ど

っ

た
。

　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

は
近き

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

の

国こ
く

防ぼ
う

の
拠き

ょ

点て
ん

で
あ
っ
た
。
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

で
は
今い

ま

で
も
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

労ろ
う

働ど
う

党と
う

と
金き

む

一い
ち

族ぞ
く

の
専せ

ん

制せ
い

支し

配は
い

の

下も
と

、
核か

く

と
ミ
サ
イ
ル
の
開か

い

発は
つ

を
進す

す

め
、
東ひ

が
し
ア
ジ
ア
の
不ふ

安あ
ん

定て
い

要よ
う

因い
ん

と
な
っ
て
い
る
。
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
１
９
７
０
年ね

ん

代だ
い

か

ら
多た

数す
う

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
拉ら

致ち

た
教

き
ょ
う

育い
く

基き

本ほ
ん

法ほ
う

は
「
伝で

ん

統と
う

と

文ぶ
ん

化か

を
尊そ

ん

重ち
ょ
うし
、
そ
れ
ら
を

育は
ぐ
くん
で
き
た
我わ

が
国く

に

と
郷

き
ょ
う

土ど

を
愛あ

い

す
る
と
と
も
に
、
他た

国こ
く

を
尊そ

ん

重ち
ょ
うし
、
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の
平へ

い

紀き

伊い

大お
お

島し
ま

ト
ル
コ
記き

念ね
ん

館か
ん

の
直ち

ょ
っ

下か

の
海か

い

岸が
ん

。
画が

像ぞ
う

奥お
く

中ち
ゅ
う

央お
う

の
岩が

ん

礁し
ょ
う

に
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号ご

う

が
乗の

り
上あ

げ
、
座ざ

礁し
ょ
う

し
た(Opqr, CC 

BY-SA 3.0 , via W
ikim

edia Com
m

ons)

　

２
１
世せ

い

紀き

の
日に

本ほ
ん

の
進す

す

む

べ
き
道み

ち

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

２
０
１
１
年ね

ん

３
月が

つ

１
１

日に
ち

、
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

を
襲お

そ

っ
た
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
大だ

い

地じ

震し
ん

に
よ
る
巨き

ょ

大だ
い

な
津つ

波な
み

に
東と

う

北ほ
く

・
関か

ん

東と
う

地ち

方ほ
う

の
太た

い

平へ
い

洋よ
う

沿え
ん

岸が
ん

が
飲の

み
込こ

ま
れ
、
約や

く

２
万ま

ん

人に
ん

が
亡な

く
な
っ
た
。
地じ

震し
ん

と

津つ

波な
み

に
よ
る
原げ

ん

子し

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

所し
ょ

の
事じ

故こ

も
起お

こ
り
、
多お

お

く

の
人ひ

と

々び
と

が
避ひ

難な
ん

を
強し

い
ら
れ

た
。
こ
の
災さ

い

害が
い

の
中な

か

で
も
肉に

く

親し
ん

の
死し

を
乗の

り
越こ

え
、
冷れ

い

静せ
い

沈ち
ん

着ち
ゃ
くに
行こ

う

動ど
う

し
た
被ひ

災さ
い

者し
ゃ

の

振ふ

る
舞ま

い
は
、
世せ

界か
い

の
人ひ

と

々び
と

を
驚お

ど
ろか
せ
、
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

さ
れ
た
。

　
日に

本ほ
ん

周し
ゅ
う

辺へ
ん

に
お
け
る
観か

ん

測そ
く

史し

上じ
ょ
う

最さ
い

大だ
い

の
地じ

震し
ん

で
、
震し

ん

源げ
ん

は
南な

ん

北ぼ
く

５
０
０
ｋ
ｍ
、
東と

う

西ざ
い

２
０
０
ｋ
ｍ
の
広こ

う

範は
ん

囲い

に
わ

た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
地じ

震し
ん

の
後あ

と

に
押お

し
寄よ

せ
た
津つ

波な
み

は
、

人ひ
と

と
家か

屋お
く

を
飲の

み
込こ

み
、
大お

お

き
な
船ふ

ね

ま
で
押お

し
流な

が

し
た
。

　

２
０
０
６
年ね

ん

に
改か

い

正せ
い

さ
れ

和わ

と
発は

っ

展て
ん

に
寄き

与よ

す
る
態た

い

度ど

を
養や

し
な
う
」
と
い
う
教

き
ょ
う

育い
く

目も
く

標
ひ
ょ
う

を
定さ

だ

め
て
い
る
。
日に

本ほ
ん

に
は

古こ

来ら
い

、
美う

つ
く
し
い
田で

ん

園え
ん

と
麗う

る
わ
し

い
社し

ゃ

会か
い

を
築き

ず

い
て
き
た
豊ゆ

た

か
な
伝で

ん

統と
う

が
あ
る
。

　

２
１
世せ

い

紀き

を
迎む

か

え
た
今い

ま

、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
、
自み

ず
か
ら
の
歴れ

き

史し

に

自じ

信し
ん

と
誇ほ

こ

り
を
持も

ち
、
優す

ぐ

れ

た
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
世せ

界か
い

に
発は

っ

信し
ん

　２０１１年
ね ん

３月
が つ

１ １日
に ち

、 東
ひがし

日
に

本
ほ ん

は
大
だ い

震
し ん

災
さ い

と津
つ

波
な み

に襲
お そ

わ
れ、 その 上

う え

に原
げ ん

子
し

力
りょく

発
は つ

電
で ん

所
し ょ

の放
ほ う

射
し ゃ

能
の う

漏
も

れという大
だ い

災
さ い

害
が い

に
見

み

舞
ま

われました。そ
のような緊

き ん

急
きゅう

事
じ

態
た い

の
中
な か

で、日
に

本
ほ ん

人
じ ん

被
ひ

災
さ い

者
し ゃ

の冷
れ い

静
せ い

、 沈
ち ん

着
ちゃく

な行
こ う

動
ど う

は、外
が い

国
こ く

の人
ひ と

々
び と

の
感
か ん

嘆
た ん

と賞
しょう

賛
さ ん

の的
ま と

とな
りました。
　アメリカの新

し ん

聞
ぶ ん

ニューヨーク・タイムズは、「日
に

本
ほ ん

人
じ ん

はこうした状
じょう

況
きょう

下
か

で、米
べ い

国
こ く

のように
略
りゃく

奪
だ つ

や暴
ぼ う

動
ど う

を起
お

こさず、互
た が

いに助
た す

け合
あ

うことは全
ぜ ん

世
せ

界
か い

でも少
す く

ない独
ど く

特
と く

の国
こ く

民
み ん

性
せ い

であり社
し ゃ

会
か い

の強
きょう

固
こ

さだ」と評
ひょう

しました。韓
か ん

国
こ く

のメディアも、被
ひ

災
さ い

地
ち

の住
じゅう

民
み ん

が「お先
さ き

にどうぞ」「いえ、
私
わたし

は大
だ い

丈
じょう

夫
ぶ

です」と声
こ え

を掛
か

け合
あ

い、譲
ゆ ず

り合
あ

いの精
せ い

神
し ん

を忘
わ す

れずに対
た い

応
お う

していたと賞
しょう

賛
さ ん

する
現
げ ん

地
ち

ルポを伝
つ た

えました。
　このような大

だ い

災
さ い

害
が い

に際
さ い

して、自
じ

己
こ

犠
ぎ

牲
せ い

の精
せ い

神
し ん

で
非

ひ

常
じょう

事
じ

態
た い

に対
た い

処
し ょ

した日
に

本
ほ ん

人
じ ん

がいました。宮
み や

城
ぎ

県
け ん

南
みなみ

三
さ ん

陸
り く

町
ちょう

の職
しょく

員
い ん

で危
き

機
き

管
か ん

理
り

課
か

に勤
つ と

めていた遠
え ん

藤
ど う

未
み

希
き

さん（２４才
さ い

）は、津
つ

波
な み

が迫
せ ま

る中
な か

、防
ぼ う

災
さ い

無
む

線
せ ん

で
「６ｍの津

つ

波
な み

が来
き

ています。早
は や

く逃
に

げてください」
と住

じゅう

人
に ん

に避
ひ

難
な ん

を呼
よ

びかけ続
つ づ

け、自
じ

分
ぶ ん

自
じ

身
し ん

は津
つ

波
な み

に
のみ込

こ

まれて亡
な

くなりました。この女
じ ょ

性
せ い

の母
は は

親
お や

や多
お お

くの住
じゅう

民
み ん

が、彼
か の

女
じ ょ

の呼
よ

びかけによって命
いのち

を救
す く

われ
ました。災

さ い

害
が い

出
しゅつ

動
ど う

した自
じ

衛
え い

隊
た い

員
い ん

や警
け い

察
さ つ

官
か ん

の献
け ん

身
し ん

的
て き

な働
はたら

きも特
と く

筆
ひ つ

すべきものでした。
　天

て ん

皇
の う

陛
へ い

下
か

は、地
じ

震
し ん

発
は っ

生
せ い

５日
か

目
め

には国
こ く

民
み ん

宛
あ て

にメッ
セージを出

だ

され、次
つ ぎ

のように述
の

べられました。「自
じ

衛
え い

隊
た い

、警
け い

察
さ つ

、消
しょう

防
ぼ う

、海
か い

上
じょう

保
ほ

安
あ ん

庁
ちょう

をはじめとする国
く に

や地
ち

方
ほ う

自
じ

治
ち

体
た い

の人
ひ と

々
び と

、諸
し ょ

外
が い

国
こ く

から救
きゅう

援
え ん

のため来
ら い

日
に ち

した人
ひ と

々
び と

、国
こ く

内
な い

の様
さ ま

々
ざ ま

な救
きゅう

援
え ん

組
そ

織
し き

に属
ぞ く

する人
ひ と

々
び と

が、
余

よ

震
し ん

の続
つ づ

く危
き

険
け ん

な状
じょう

況
きょう

の中
な か

で、日
に ち

夜
や

救
きゅう

援
え ん

活
か つ

動
ど う

を進
す す

めている努
ど

力
りょく

に感
か ん

謝
し ゃ

し、その労
ろ う

を深
ふ か

くねぎらいたく
思
お も

います」
　こうした日

に

本
ほ ん

人
じ ん

の行
こ う

動
ど う

は、長
な が

い長
な が

い歴
れ き

史
し

の中
な か

か
ら生

う

まれ育
そ だ

った日
に

本
ほ ん

人
じ ん

独
ど く

特
と く

のものであります。「日
に

本
ほ ん

社
し ゃ

会
か い

に根
ね

づく義
ぎ

務
む

感
か ん

、逆
ぎゃっ

境
きょう

での品
ひ ん

位
い

、謙
け ん

虚
き ょ

さ、
寛
か ん

容
よ う

、勇
ゆ う

気
き

」（スペイン）、｢ 無
む

私
し

の心
こころ

と不
ふ

動
ど う

の献
け ん

身
し ん

」（アメリカ）、「武
ぶ

士
し

道
ど う

精
せ い

神
し ん

」（台
た い

湾
わ ん

）など、各
か っ

国
こ く

は日
に

本
ほ ん

人
じ ん

の国
こ く

民
み ん

性
せ い

を高
た か

く評
ひょう

価
か

しました。
　日

に

本
ほ ん

人
じ ん

が持
も

つ国
こ く

民
み ん

性
せ い

は、日
に

本
ほ ん

の長
な が

い歴
れ き

史
し

の中
な か

で育
はぐく

まれてきた文
ぶ ん

化
か

です。日
に

本
ほ ん

人
じ ん

は縄
じょう

文
も ん

時
じ

代
だ い

以
い

来
ら い

、豊
ゆ た

かな自
し

然
ぜ ん

の恵
め ぐ

みのもとで温
お ん

和
わ

な性
せ い

格
か く

を備
そ な

え、和
わ

を大
た い

切
せ つ

にし、助
た す

け合
あ

いと支
さ さ

え合
あ

いの文
ぶ ん

化
か

を作
つ く

り上
あ

げてきたと言
い

われています。こうした歴
れ き

史
し

の蓄
ち く

積
せ き

を失
うしな

わずに受
う

け継
つ

いでいくことを、私
わたし

たちは心
こころ

に誓
ち か

いたいものです。

し
、
人じ

ん

類る
い

の
平へ

い

和わ

と
発は

っ

展て
ん

に

貢こ
う

献け
ん

し
て
い
く
こ
と
が
求も

と

め

ら
れ
て
い
る
。　
　
（
終お

わ
り
）

《
こ
の
内な

い

容よ
う

は
本ほ

ん

と
し
て
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
、
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

さ
れ
た

も
の
。
著ち

ょ

者し
ゃ

の
徳と

く

力り
き

さ
ん
連れ

ん

絡ら
く

先さ
きkeizo.tokuriki@

g
m

ail.co
m
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９
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ま
で
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八は
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與よ

一い
ち(Unknow
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W
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edia Com
m
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）

２
０
１
１
年ね

ん

、
東ひ

が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

後ご

の
仙せ

ん

台だ
い

市し

の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
前ま

え

で
、
整せ

い

然ぜ
ん

と
並な

ら

ん
で
食し

ょ
く

料り
ょ
う

品ひ
ん

や
電で

ん

池ち

な
ど
を
求も

と

め
る
住じ

ゅ
う

民み
ん

の
列れ

つ

（
２
０
１
１
年ね

ん

３
月が

つ

１
３
日に

ち

、
撮さ

つ

影え
い

者し
ゃHitom

i

）

２０１１年
ねん

４月
がつ

１２日
にち

付
づけ

河
か

北
ほく

新
しん

報
ぽう

の住
じゅう

民
みん

救
すく

った 「高
たか

台
だい

に避
ひ

難
なん

してください」　記
き

事
じ

トルコの軍
ぐん

艦
かん

・エルトゥールル号
ごう

事
じ

件
けん



米
国
追
加
経
済
対
策

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
金
友
久
美
子
】
バ
イ
デ
ン
次
期
米
大
統
領
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
巨
額
の
追
加
経
済
対
策
を
打
ち
出
し
た
。「
米
国
レ
ス
キ
ュ
ー（
救
済
）

計
画
」
と
名
付
け
、
打
撃
を
受
け
続
け
る
人
々
の
生
活
再
建
に
乗
り
出
す
。
た
だ
、

足
元
の
感
染
再
拡
大
で
雇
用
情
勢
は
悪
化
の
兆
候
を
強
め
て
お
り
、
好
景
気
に
沸

い
た
１
年
前
の
「
コ
ロ
ナ
以
前
」
と
は
ほ
ど
遠
い
状
況
だ
。

雇
用
悪
化
、
状
況
厳
し
く

生活再建へ「救済計画」中
国
著
名
軍
人
、
米
超
え
明
言

目
指
す
は
「
世
界
最
強
軍
隊
」

北
朝
鮮
、
新
型
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
公
開

米
新
政
権
に
核
戦
力
誇
示

　
【
北
京
共
同
】
中
国
の
著

名
な
軍
人
、
劉
明
福
国
防
大

教
授
が
新
著
で
、
中
国
軍
が

今
世
紀
半
ば
ま
で
の
目
標
と

し
て
い
る
「
世
界
一
流
の
軍

隊
」
と
は
、
米
軍
を
も
し
の

ぐ
「
世
界
最
強
」
に
な
る
こ

と
だ
と
断
言
し
て
い
る
こ
と

が
１
５
日
ま
で
に
分
か
っ
た
。

　

習
近
平
国
家
主
席
が

２
０
１
７
年
の
第
１
９
回

共
産
党
大
会
で
掲
げ
た
目

標
「
世
界
一
流
の
軍
隊
」
と
は

「
米
軍
並
み
」
と
見
る
向
き

が
多
か
っ
た
。
よ
り
野
心
的

な
目
標
で
あ
り
、
米
軍
な
ど

は
警
戒
感
を
強
め
そ
う
だ
。

　

新
著
は
昨
年
１
０
月
に
発

行
さ
れ
た
「
新
時
代
中
国
の

強
軍
の
夢
」。
共
産
党
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
、
中
央
党
学
校
の

出
版
社
か
ら
出
さ
れ
、
党
が

内
容
に
お
墨
付
き
を
与
え
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

劉
氏
は
「
世
界
一
流
の
軍

隊
と
は
世
界
で
最
も
強
大
な

軍
隊
の
こ
と
だ
」
と
指
摘
。

ス
ポ
ー
ツ
試
合
と
異
な
り「
戦

場
に
２
位
の
序
列
は
な
く
、

勝
つ
か
負
け
る
か
の
結
果
だ

け
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

中
国
は
こ
の
数
十
年
、
世

界
大
戦
は
起
き
な
い
と
の
認

（５） ２０２１（令和三）年第５６５３号  １月 １６日 （土曜日）

　
【
北
京
共
同
＝
井
上
智
太

郎
】
北
朝
鮮
の
首
都
平
壌
の

金
日
成
広
場
で
１
４
日
夕
、

第
８
回
朝
鮮
労
働
党
大
会

の
記
念
行
事
と
し
て
軍
事
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
総
書
記

に
就
任
し
た
最
高
指
導
者
、

金
正
恩
氏
が
閲
兵
し
た
。
朝

鮮
中
央
通
信
が
１
５
日
伝
え

た
。
新
型
と
み
ら
れ
る
潜
水

艦
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｓ

Ｌ
Ｂ
Ｍ
）「
北
極
星
５
」
を

交
代
寸
前
に
次
々
、
外
交
決
定

米
政
権
、
融
和
へ
の
転
換
阻
む

阿
武
堂
々
、
意
義
あ
る
１
勝

コ
ロ
ナ
禍
で
移
籍
市
場
停
滞

貴
景
撃
破
、
み
な
ぎ
る
意
欲

大
物
の
去
就
未
定
の
大
リ
ー
グ

宮
崎
キ
ャ
ン

プ
は
無
観
客

プ
ロ
野
球
、
知
事
要
請
で

米
就
任
式
の
国

歌
は
ガ
ガ
さ
ん

武
装
抗
議
計
画
で
首
都
厳
戒

中
で
き
て
い
る
」
と
、
う
な

ず
い
た
。

　

当
た
っ
た
後
で
少
し
押
し

込
ま
れ
た
が
、
突
き
、
押
し

を
あ
て
が
っ
て
こ
ら
え
た
。
引

い
た
大
関
に
足
を
送
っ
て
攻

撃
。
休
ま
ず
勝
負
を
つ
け
た
。

番
付
で
差
を
つ
け
ら
れ
た
か
つ

て
の
ラ
イ
バ
ル
に
は
最
近
４

連
敗
で
、
勝
つ
の
は
右
膝
に

重
傷
を
負
っ
た
３
年
前
の
初

次
期
政
権
へ
の
影
響
を
懸
念

す
る
見
方
も
出
て
い
る
。

　

政
権
交
代
前
は
一
般
的
に
、

重
要
な
政
策
決
定
は
先
送

り
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
は

１
４
日
、
政
権
交
代
ま
で
１

週
間
と
な
る
中
、声
明
で
「
中

国
が
南
シ
ナ
海
で
の
威
圧
的

な
行
動
を
や
め
る
ま
で
、
米

国
は
行
動
し
続
け
る
」
と
強

調
し
、
今
後
も
外
交
の
か
じ

取
り
を
担
う
か
の
よ
う
な
姿

勢
を
示
し
た
。

　

政
権
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
選
挙
で
敗
北
し
た
後
も
、

対
中
制
裁
を
繰
り
返
し
強

化
。
今
月
９
日
に
は
、
中
国

が
圧
力
を
強
め
る
台
湾
の
外

交
・
軍
事
当
局
者
ら
と
の
接

触
を
制
限
し
た
国
務
省
の
内

規
撤
廃
を
発
表
す
る
な
ど
、

歴
代
政
権
が
維
持
し
て
き

た
政
策
の
変
更
に
踏
み
込
ん

だ
。

　

対
立
が
激
化
し
た
イ
ラ
ン

に
対
し
て
も
１
３
日
に
最
高

指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
に
関
係

す
る
団
体
を
新
た
に
制
裁
対

象
に
追
加
。
イ
エ
メ
ン
の
親

イ
ラ
ン
武
装
組
織
フ
ー
シ
派

を
政
権
交
代
前
日
の
１
９
日

付
で
テ
ロ
組
織
に
指
定
す
る

方
針
だ
。

　

オ
バ
マ
前
政
権
が
５
４
年

ぶ
り
に
国
交
回
復
を
実
現
し

た
キ
ュ
ー
バ
に
も
矛
先
は
向

か
い
、
前
政
権
下
で
解
除
し

た
「
テ
ロ
支
援
国
家
」
に
再

指
定
し
た
。

　
一
連
の
決
定
を
Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ

レ
ビ
は
「
次
期
政
権
の
た
め

に
“
山
火
事
”
を
起
こ
し

て
い
る
」
と
指
摘
。
有
識
者

か
ら
は
「
次
期
政
権
が
ど
の

政
策
を
元
に
戻
す
か
決
め
、

障
害
と
な
る
政
策
を
取
り
消

す
に
は
時
間
、
労
力
、
政
治

資
源
が
必
要
に
な
る
」
と
の

懸
念
も
出
て
い
る
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
議

会
の
「
中
国
に
関
す
る
議
会
・

政
府
委
員
会
」
は
１
４
日
、

中
国
の
人
権
状
況
を
ま
と
め

た
２
０
２
０
年
版
の
年
次
報

告
書
を
公
表
し
た
。
特
に
新

疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
や
香
港

を
巡
る
中
国
当
局
の
抑
圧
強

化
が
顕
著
だ
と
し
て
、
米
政

府
に
対
し
、
関
係
者
へ
の
制

裁
強
化
な
ど
を
求
め
た
。

　

報
告
書
は
１
９
年
７
月

〜
２
０
年
７
月
の
中
国
に
お

け
る
人
権
侵
害
の
状
況
を
記

載
。
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
や
人

権
弁
護
士
ら
に
対
す
る
弾
圧

が
続
い
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
巡
っ

て
は
「
深
刻
さ
を
矮
小
化
し

よ
う
と
情
報
検
閲
や
医
師
ら

の
言
論
統
制
を
実
施
し
、
中

国
や
世
界
で
の
感
染
拡
大
を

招
い
た
」
と
批
判
し
た
。

　

新
疆
で
は
「
最
大
で

１
８
０
万
人
が
強
制
収
容
所

に
入
れ
ら
れ
た
」
と
非
難
。

米
メ
デ
ィ
ア
報
道
を
基
に
、

ウ
イ
グ
ル
族
な
ど
に
対
し
強

制
的
な
人
工
妊
娠
中
絶
な
ど

が
実
施
さ
れ
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
の
恐
れ
が
あ
る
」
と
指
摘
。

米
政
府
に
対
し
、
中
国
当
局

者
の
責
任
追
及
を
求
め
た
。

　

香
港
に
つ
い
て
は
、
香
港

国
家
安
全
維
持
法（
国
安
法
）

の
制
定
な
ど
で
「
一
国
二
制

度
が
解
体
さ
れ
た
」
と
批
判
。

米
政
権
は
民
主
活
動
家
の
保

護
な
ど
を
通
じ
て
支
援
を
強

化
す
べ
き
だ
と
し
た
。

つ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
６
０
試
合

制
の
無
観
客
開
催
と
な
り
、

各
球
団
は
経
営
に
大
打
撃
を

受
け
た
。
菅
野
の
代
理
人
ウ

ル
フ
氏
は
「
最
も
目
に
つ
く

影
響
は
資
金
を
使
お
う
と
い

う
球
団
が
減
っ
て
い
る
こ
と
」

と
指
摘
。
補
強
に
積
極
的
な

球
団
は
メ
ッ
ツ
、
パ
ド
レ
ス

な
ど
に
限
ら
れ
、
カ
ブ
ス
や

レ
イ
ズ
は
高
年
俸
選
手
を
ト

レ
ー
ド
で
放
出
し
た
。

　

現
時
点
で
今
年
は
１
６
２

試
合
の
通
常
開
催
を
目
指

し
、
人
数
制
限
し
つ
つ
観
客

を
入
れ
る
可
能
性
を
模
索
し

て
い
る
。
し
か
し
依
然
、
経

営
改
善
が
進
む
か
ど
う
か
は

不
透
明
で
、
チ
ー
ム
と
し
て

の
活
動
が
始
ま
る
キ
ャ
ン
プ

イ
ン
が
約
１
カ
月
後
に
迫
っ

て
い
る
。

　
【
共
同
】
大
相
撲
初
場
所

６
日
目
（
１
５
日
・
両
国
国

技
館
）
２
大
関
が
敗
れ
た
。

か
ど
番
の
２
人
は
正
代
が
栃

ノ
心
を
押
し
出
し
て
５
勝
目

を
挙
げ
た
が
、
朝
乃
山
は
宝

富
士
の
上
手
投
げ
で
星
が
五

分
に
戻
っ
た
。
５
日
目
に
初

白
星
を
挙
げ
た
貴
景
勝
は
阿

武
咲
に
押
し
出
さ
れ
、
元
気

な
く
５
敗
目
を
喫
し
た
。

　

両
関
脇
は
と
も
に
平
幕
に

敗
れ
た
。
照
ノ
富
士
は
大
栄

翔
に
押
し
出
さ
れ
て
３
勝
３

敗
。
大
栄
翔
は
６
連
勝
と
し

た
。
隆
の
勝
は
２
敗
目
。
高

安
は
御
嶽
海
と
の
小
結
対
決

を
制
し
て
３
勝
目
を
挙
げ

た
。
全
勝
は
大
栄
翔
と
明
瀬

山
の
平
幕
２
人
と
な
っ
た
。

場
所
以
来
。「
け
が
を
し
て

か
ら
長
か
っ
た
。（
貴
景
勝
は
）

本
当
に
強
い
。
自
分
も
負
け

て
い
ら
れ
な
い
」
と
感
慨
も

漂
わ
せ
た
。

　

２
０
歳
で
新
入
幕
を
果

た
し
、
３
場
所
後
に
は
新
小

結
に
昇
進
し
た
素
質
の
持
ち

主
。
膝
の
け
が
で
十
両
に
転

落
す
る
な
ど
伸
び
悩
み
が
続

く
が
、
昨
年
１
２
月
の
合
同

稽
古
に
連
日
参
加
し
、
意
欲

を
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
る
。

　

元
日
、
部
屋
で
の
書
き
初

め
で
阿
武
咲
が
し
た
た
め
た

の
は
「
返
り
三
役
」。
師
匠
の

阿
武
松
親
方（
元
幕
内
大
道
）

は
「『
優
勝
』
と
か
大
き
な
こ

と
を
書
き
が
ち
だ
け
ど
、
し
っ

か
り
足
元
を
見
詰
め
て
い
る

証
拠
。
以
前
は
“
イ
ケ
イ

ケ
”
だ
っ
た
の
が
人
当
た
り

も
柔
ら
か
く
な
り
、
人
間
的

に
成
長
し
て
い
る
」
と
褒
め

た
。

　

横
綱
不
在
の
場
所
で
、
他

の
力
士
た
ち
に
と
っ
て
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。
７

日
目
も
正
代
と
の
大
関
戦
で

「
一
日
一
番
、
自
分
を
信
じ

て
や
る
だ
け
。
気
合
を
入
れ

て
頑
張
り
た
い
」
と
力
強
く

言
い
切
っ
た
。

　
【
共
同
】
プ
ロ
野
球
で
２

月
１
日
か
ら
宮
崎
県
で
春
季

キ
ャ
ン
プ
を
行
う
６
球
団
は

１
５
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
政

府
の
緊
急
事
態
宣
言
と
宮
崎

県
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
る
ま
で
、
キ
ャ
ン

プ
を
無
観
客
で
実
施
す
る
と

発
表
し
た
。

　

宮
崎
県
の
河
野
俊
嗣
知
事

が
１
５
日
の
記
者
会
見
で
、

プ
ロ
野
球
と
サ
ッ
カ
ー
の
Ｊ

リ
ー
グ
に
キ
ャ
ン
プ
の
無
観
客

で
の
実
施
や
、
不
要
不
急
の

外
出
自
粛
な
ど
を
要
請
し
た

と
発
表
し
た
。
河
野
知
事
は

「
長
年
に
わ
た
り
受
け
入
れ

て
き
た
実
績
が
あ
り
、
経
済

効
果
や
情
報
発
信
で
恩
恵
が

あ
る
」
と
無
観
客
で
も
受
け

入
れ
る
理
由
を
説
明
し
た
。

　

プ
ロ
野
球
の
球
団
は
事
前

に
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
、
報
道

陣
ら
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施

し
、
握
手
な
ど
の
フ
ァ
ン
サ
ー

ビ
ス
は
行
わ
な
い
。
感
染
状

況
が
改
善
し
次
第
、
観
客
を

入
れ
る
か
ど
う
か
を
県
や
受

け
入
れ
自
治
体
と
再
度
協
議

と
し
つ
つ
、
改
善
に
は
教
育

や
職
業
訓
練
な
ど
社
会
全

体
で
の
根
気
強
い
取
り
組
み

が
不
可
欠
と
の
考
え
を
示
し

た
。

　
「
数
世
代
に
一
度
の
経
済
危

機
だ
。
無
駄
に
で
き
る
時
間

は
な
い
」。
情
念
た
っ
ぷ
り
に

語
る
バ
イ
デ
ン
氏
の
手
腕
が

間
も
な
く
試
さ
れ
る
。

阿
武
咲
（
右
）
が
押
し
出
し
で
貴
景
勝
を
破
る
＝
両
国
国
技
館
（
共
同
）

米議会委が中国人権報告書

ウイグル巡り制裁強化要求

識
か
ら
「
局
地
戦
」
に
勝
つ

こ
と
を
目
標
と
し
て
き
た
が
、

世
界
が
１
０
０
年
に
一
度
の

変
化
に
直
面
す
る
中
、
局
地

戦
対
応
だ
け
で
は
不
十
分
で

「
世
界
戦
争
」
へ
の
備
え
が

必
要
だ
と
主
張
し
た
。

　

中
国
軍
は
世
界
一
流
の
軍

隊
と
し
て
「
世
界
の
平
和
と

安
定
に
貢
献
す
る
」
職
責
が

あ
る
と
す
る
一
方
、
中
国
周

公
開
し
た
。
開
発
状
況
は

不
明
。
国
威
発
揚
に
加
え
、

２
０
日
に
発
足
す
る
バ
イ
デ

ン
米
新
政
権
に
核
戦
力
増
強

を
誇
示
す
る
狙
い
が
あ
り
そ

う
だ
。

　

軍
事
パ
レ
ー
ド
は
党
創
建

７
５
周
年
の
昨
年
１
０
月

１
０
日
以
来
で
、
約
３
カ
月

の
短
期
間
で
の
実
施
は
異
例
。

党
大
会
に
合
わ
せ
て
実
施
す

る
の
も
初
め
て
だ
。

　

た
だ
、
北
朝
鮮
メ
デ
ィ
ア

が
公
開
し
た
写
真
約
１
０
０

枚
に
は
、
米
本
土
を
狙
う
大

陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ

Ｂ
Ｍ
）
の
写
真
は
な
か
っ
た
。

米
新
政
権
へ
の
過
度
の
挑
発

を
控
え
パ
レ
ー
ド
で
Ｉ
Ｃ
Ｂ

Ｍ
を
出
さ
な
か
っ
た
可
能
性

も
あ
り
、
日
米
韓
当
局
は

意
図
を
含
め
て
分
析
を
進
め

る
。

　

前
回
パ
レ
ー
ド
で
は
巨
大

な
新
型
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
や
Ｓ
Ｌ
Ｂ

Ｍ
「
北
極
星
４
」
を
公
開
。

正
恩
氏
は
１
２
日
に
閉
会
し

た
党
大
会
で
「
最
大
の
主
敵

で
あ
る
米
国
を
制
圧
、
屈
服

さ
せ
る
」
と
述
べ
、
核
戦
力

の
高
度
化
を
表
明
し
て
い
た
。 　

軍
事
パ
レ
ー
ド
で
は
金
正

官
国
防
相
が
演
説
し
、
正
恩

氏
の
「
命
令
と
指
示
だ
け
に

従
う
」
と
軍
の
忠
誠
を
強
調
。

米
国
を
念
頭
に
「
敵
対
勢
力

が
わ
が
国
家
の
安
全
を
少
し

で
も
侵
害
す
れ
ば
、
最
も
強

力
で
攻
撃
的
な
力
を
先
制
的

に
動
員
す
る
」
と
け
ん
制
し

た
。正
恩
氏
は
演
説
し
な
か
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

　

朝
鮮
中
央
通
信
は
、
正
恩

氏
が
北
朝
鮮
を
「
名
実
と
も

に
世
界
的
な
核
強
国
」
に
し

た
と
称
賛
。
パ
レ
ー
ド
に
は

最
先
端
戦
術
ミ
サ
イ
ル
部
隊

の
ほ
か
、「
敵
対
勢
力
が
戦

慄
す
る
核
武
装
力
で
あ
る
戦

略
軍
縦
隊
」
も
参
加
し
た
と

伝
え
た
。

　

外
交
筋
に
よ
る
と
、
軍
事

パ
レ
ー
ド
は
１
４
日
午
後
６

時
半
（
日
本
時
間
同
）
ご
ろ

始
ま
り
、
約
３
時
間
で
終
了
。

現
地
駐
在
の
外
交
官
ら
に
は

同
日
、
北
朝
鮮
側
か
ら
外
出

禁
止
の
指
示
が
出
て
い
た
。

　

朝
鮮
中
央
テ
レ
ビ
は
１
５

日
、
同
日
午
後
３
時
か
ら
軍

事
パ
レ
ー
ド
の
様
子
を
録
画

放
送
す
る
と
予
告
し
た
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ト
ラ

ン
プ
米
政
権
は
１
４
日
、
中

国
に
よ
る
南
シ
ナ
海
の
軍
事

拠
点
化
を
巡
っ
て
対
中
制
裁

を
発
動
す
る
な
ど
、
２
０
日

の
政
権
交
代
直
前
に
中
国
や

イ
ラ
ン
、
キ
ュ
ー
バ
な
ど
へ
の

圧
力
を
強
化
し
て
い
る
。
バ

イ
デ
ン
次
期
政
権
が
融
和
路

線
に
転
換
す
る
の
を
阻
止
す

る
狙
い
が
あ
る
。
政
権
末
期

の
重
要
政
策
の
決
定
・
変
更

に
批
判
が
上
が
っ
て
お
り
、

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
国

の
バ
イ
デ
ン
次
期
大
統
領
の

就
任
式
委
員
会
は
１
４
日
、

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
レ
デ
ィ
ー
・

ガ
ガ
さ
ん
が
２
０
日
の
就
任

式
で
国
歌
を
歌
う
と
発
表
し

た
。
性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
）
の
権
利
擁
護
な
ど
に

取
り
組
む
ガ
ガ
さ
ん
と
共
に
、

寛
容
な
社
会
実
現
を
訴
え
る

狙
い
。
た
だ
首
都
ワ
シ
ン
ト

ン
で
は
就
任
式
に
合
わ
せ
て

武
装
し
た
抗
議
活
動
が
計
画

中
と
さ
れ
、
当
局
は
既
に
厳

戒
態
勢
に
入
っ
た
。

　

米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
支
持
者
に
よ

　
【
共
同
＝
高
村
】
初
日
か

ら
の
３
連
勝
の
勢
い
が
２
連

敗
で
止
ま
り
そ
う
だ
っ
た
が
、

阿
武
咲
が
会
心
の
取
り
口
で

輝
き
を
取
り
戻
し
た
。
し
か

も
相
手
は
少
年
時
代
か
ら

し
の
ぎ
を
削
っ
て
き
た
同
じ

２
４
歳
の
貴
景
勝
。
堂
々
と

押
し
出
す
意
義
あ
る
１
勝
に

「
勝
つ
気
持
ち
で
思
い
切
っ
て

い
っ
た
。
そ
の
日
そ
の
日
で
集

　
【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
＝
芹

沢
渉
】
米
大
リ
ー
グ
の
移
籍

市
場
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
で
停
滞
が
顕
著
だ
。
プ

ロ
野
球
巨
人
の
菅
野
、
日
本

ハ
ム
の
西
川
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
で
の
メ
ジ
ャ
ー
挑
戦

が
実
現
し
な
か
っ
た
。
ヤ
ン

キ
ー
ス
か
ら
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト（
Ｆ
Ａ
）に
な
っ
た
田
中
、

マ
リ
ナ
ー
ズ
か
ら
Ｆ
Ａ
の
平

野
、
ロ
ッ
テ
か
ら
海
外
Ｆ
Ａ

権
を
行
使
し
た
沢
村
も
、
い

ま
だ
所
属
球
団
が
決
ま
ら
な

い
。

　

動
き
が
鈍
い
の
は
近
年
の

傾
向
で
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

昨
オ
フ
は
ス
ポ
ー
ツ
専
門
局

Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｎ
（
電
子
版
）
の

Ｆ
Ａ
選
手
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位

５
人
が
越
年
せ
ず
、
長
期
契

約
を
結
ん
だ
。
今
オ
フ
は
同

ラ
ン
ク
１
位
の
捕
手
リ
ア
ル

ミ
ュ
ー
ト
（
フ
ィ
リ
ー
ズ
か
ら

Ｆ
Ａ
）
ら
上
位
５
人
の
去
就

が
未
定
で
、
契
約
に
至
っ
た

選
手
も
短
期
の
条
件
が
目
立

す
る
方
針
。

　

宮
崎
県
内
で
は
巨
人
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
、
オ
リ
ッ
ク
ス
、

西
武
と
、
２
軍
の
広
島
、
ヤ

ク
ル
ト
が
２
月
１
日
に
キ
ャ

ン
プ
イ
ン
す
る
。
日
本
野
球

機
構
（
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）
の
井
原
敦

事
務
局
長
は
「
１
２
球
団
代

表
者
会
議
で
も
、
自
治
体
か

ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
お

受
け
す
る
と
決
め
て
い
た
」

と
話
し
た
。
既
に
観
覧
チ
ケ
ッ

ト
を
販
売
し
て
い
る
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
は
、
詳
細
決
定
後
に

払
い
戻
し
な
ど
を
公
式
サ
イ

ト
で
発
表
す
る
。

　

Ｊ
リ
ー
グ
は
自
治
体
の
要

請
に
従
う
方
針
を
各
ク
ラ
ブ

と
確
認
し
て
い
る
。

正
代
５
勝
目
、

２
大
関
敗
れ
る

全
勝
は
平
幕
の
大
栄
、
明
瀬

辺
で
将
来
起
こ
り
得
る
「
八

つ
の
戦
場
」
を
指
摘
。
統
一

を
目
指
す
台
湾
や
、
南
シ
ナ

海
と
並
ん
で
沖
縄
県
・
尖
閣

諸
島
が
あ
る
東
シ
ナ
海
を
挙

げ
た
。

　

中
国
軍
は
通
常
戦
力
で
は

依
然
米
軍
に
劣
る
も
の
の
、

極
超
音
速
兵
器
な
ど
一
部
先

端
兵
器
で
は
米
国
を
脅
か
す

力
を
付
け
つ
つ
あ
る
。

　

劉
氏
は
１
０
年
「
中
国
の

夢
」
を
出
版
し
て
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
り
、
１
２
年
に
習

氏
が
提
唱
し
た
理
念
「
中
国

の
夢
」
に
影
響
を
与
え
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

バ
イ
デ
ン
氏
は
共
和
党
の
協

力
も
取
り
付
け
て
追
加
対
策

を
早
期
に
実
現
し
た
い
考
え

だ
が
、
財
政
悪
化
に
拍
車
を

掛
け
る
だ
け
に
身
内
の
民
主

党
内
す
ら
一
枚
岩
と
な
れ
る

か
不
透
明
だ
。

　

特
に
難
所
と
な
る
の
が
、

与
野
党
で
５
０
議
席
を
分
け

合
う
議
会
上
院
。
共
和
党
が

合
意
で
き
る
対
策
に
内
容
を

絞
る
案
や
、
税
財
政
関
連
の

特
殊
な
審
議
手
法
も
用
い
な

が
ら
ハ
リ
ス
次
期
副
大
統
領

の
１
票
を
使
っ
て
ぎ
り
ぎ
り

可
決
を
目
指
す
方
法
が
取
り

沙
汰
さ
れ
る
。

　
▽
国
家
的
問
題

　
「
米
国
の
上
位
１
％
の
富

裕
層
が
増
や
し
た
富
は
、
下

位
５
０
％
の
４
倍
の
金
額
に

上
る
」。
バ
イ
デ
ン
氏
は
格
差

や
貧
困
な
ど
の
深
刻
な
現
状

を
繰
り
返
し
訴
え
た
が
、
根

深
い
社
会
問
題
の
解
消
に
は

さ
ら
に
険
し
い
道
が
待
つ
。

　

米
連
邦
準
備
制
度
理
事

会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
パ
ウ
エ
ル

議
長
は
１
４
日
、
人
種
間
や

男
女
間
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
絡
ん
だ
経
済
的
不
平
等

が
「
重
要
な
国
家
的
問
題
だ
」

　
▽
一
丁
目
一
番
地

　
「
米
国
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

暗
い
冬
の
中
で
痛
み
を
受
け

て
い
る
。
今
す
ぐ
行
動
し
な

く
て
は
」。
バ
イ
デ
ン
氏
は

１
４
日
（
日
本
時
間
１
５

日
）、
厳
し
い
表
情
で
危
機
感

を
あ
ら
わ
に
し
た
。
対
策
に

は
現
金
給
付
約
１
４
万
５
千

円
の
追
加
な
ど
家
計
支
援
策

を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
。

当
面
の
生
活
費
を
確
保
し
、

次
期
政
権
に
と
っ
て
「
一
丁
目

一
番
地
」
で
あ
る
労
働
者
や

中
間
層
の
雇
用
改
善
に
つ
な

げ
た
い
考
え
だ
。

　

し
か
し
、
現
状
は
苦
し
い
。

米
労
働
省
に
よ
る
と
、
９
日

ま
で
の
週
の
新
た
な
失
業
保

険
申
請
件
数
（
季
節
調
整
済

み
）
は
、
９
６
万
５
千
件
に

急
増
。
景
気
動
向
を
敏
感
に

示
す
非
農
業
部
門
の
就
業
者

数
は
昨
年
１
２
月
、
８
カ
月

ぶ
り
に
前
月
か
ら
減
少
に
転

じ
、
経
営
危
機
の
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
で
は
解
雇
が
目
立
つ
。

　
▽
頼
み
の
綱

　

頼
み
の
綱
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
普
及
に
よ
る
経
済
正

常
化
だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

下
で
の
接
種
は
遅
れ
て
い
る
。

る
連
邦
議
会
議
事
堂
襲
撃
に

続
く
暴
力
行
為
へ
の
懸
念
か

ら
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
就
任
宣

誓
す
る
議
事
堂
周
辺
で
は
既

に
ダ
ン
プ
カ
ー
で
バ
リ
ケ
ー

ド
が
つ
く
ら
れ
、
迷
彩
服
の

州
兵
が
展
開
。
議
事
堂
か
ら

中
心
部
を
東
西
に
貫
く
緑
地

帯
ナ
シ
ョ
ナ
ル
モ
ー
ル
は
通

常
は
祝
福
す
る
多
く
の
人
々

で
い
っ
ぱ
い
と
な
る
が
、
今
年

は
閉
鎖
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

ワ
シ
ン
ト
ン
首
都
圏
交
通
局

は
１
５
日
以
降
、
中
心
部
に

近
い
１
３
駅
を
閉
鎖
す
る
。

　

デ
ル
タ
航
空
は
首
都
周
辺

に
向
か
う
便
で
は
乗
客
が
預

け
荷
物
に
銃
を
入
れ
る
の
を

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米

司
法
省
は
１
４
日
、
中
国
か

ら
約
２
９
０
０
万
ド
ル
（
約

３
０
億
円
）
の
資
金
提
供
を

受
け
て
い
る
こ
と
を
隠
し
、

米
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
研
究
費

を
だ
ま
し
取
っ
た
な
ど
と
し

拒
否
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
議
会
襲
撃

の
余
波
が
加
わ
り
、
緊
張
下

の
就
任
式
と
な
る
。

　

就
任
式
の
国
歌
は
見
せ
場

の
一
つ
。
最
近
で
は
オ
バ
マ
前

大
統
領
の
２
期
目
の
就
任
式

で
歌
手
の
ビ
ヨ
ン
セ
さ
ん
が

歌
っ
た
。
２
０
１
７
年
の
ト

ラ
ン
プ
氏
就
任
式
で
歌
っ
た

若
手
歌
手
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
エ
バ

ン
コ
さ
ん
は
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
性
的
少
数
者
の
権
利
を

制
限
す
る
政
策
を
取
っ
た
こ

と
か
ら
、
後
に
参
加
を
後
悔

し
て
い
る
と
表
明
し
た
。

て
、
米
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）の
ガ
ン・チ
ェ

ン
教
授
（
５
６
）
を
訴
追
し

た
。

　

司
法
省
に
よ
る
と
、
中

国
生
ま
れ
で
米
国
籍
の
チ
ェ

ン
容
疑
者
は
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
な
ど
の
専
門
家
。

２
０
１
２
年
以
降
、
中
国
政

府
の
「
海
外
専
門
家
」
と
し

て
科
学
技
術
分
野
の
助
言
を

す
る
な
ど
し
、
中
国
の
大
学

な
ど
か
ら
多
額
の
資
金
を
受

け
取
っ
て
い
た
。

　

チ
ェ
ン
容
疑
者
は
こ
う
し

た
中
国
と
の
関
係
を
隠
し
た

上
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
な
ど

連
邦
政
府
機
関
か
ら
１
３
年

以
降
、
１
９
０
０
万
ド
ル
の

研
究
費
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

税
務
申
告
の
際
、
中
国
に

１
万
ド
ル
を
超
え
る
銀
行
口

座
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
隠
し

て
い
た
と
い
う
。

米
司
法
省
、
Ｍ

Ｉ
Ｔ
教
授
訴
追

中
国
か
ら
３
０
億
円
受
領
隠
す
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【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
令
さ

れ
た
大
阪
府
の
保
健
師
ら
が
１
５
日
、
保
健
所
の
人
員
増
と
機
能
強
化
を
求
め
る
署
名

約
６
万
１
千
筆
を
吉
村
洋
文
知
事
と
田
村
憲
久
厚
生
労
働
相
に
提
出
し
、
府
庁
で
記
者

会
見
し
た
。
府
内
の
保
健
所
で
働
く
植
村
亜
由
さ
ん
（
５
２
）
は
「
現
場
は
も
う
限
界
。

府
民
一
人
一
人
を
守
る
た
め
の
仕
事
を
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
も
あ
る
」
と
涙
を
流
し
た
。

て
い
る
。

　

吉
川
被
告
は
在
宅
起
訴
を

受
け
「
自
分
の
認
識
を
裁
判

所
に
し
っ
か
り
と
説
明
し
、
公

正
な
判
断
を
仰
ぎ
た
い
」
と
の

コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
。

　

秋
田
被
告
に
つ
い
て
は
広
島

地
検
が
、
元
法
相
の
河
井
克

行
被
告
（
５
７
）
＝
公
選
法

違
反
罪
で
公
判
中
＝
と
吉
川

被
告
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー

を
巡
る
政
治
資
金
規
正
法
違

反
罪
で
も
在
宅
起
訴
し
た
。

　

起
訴
状
に
よ
る
と
、
吉
川

被
告
は
家
畜
を
快
適
な
環
境

で
飼
育
す
る
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
（
Ａ
Ｗ
）」
の
国
際

基
準
へ
の
反
対
意
見
を
取
り

ま
と
め
る
な
ど
、
業
界
に
便

末
年
始
も
含
め
、
明
け
方
ま

で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
常
態

化
し
て
い
る
。
な
ん
と
か
踏
ん

　

植
村
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
対

応
で
保
健
所
が
求
め
ら
れ
る

業
務
は
多
岐
に
わ
た
る
。
年

　
【
共
同
】
吉
川
貴
盛
元
農
相

（
７
０
）
＝
自
民
党
を
離
党

＝
が
鶏
卵
生
産
大
手
「
ア
キ

タ
フ
ー
ズ
」（
広
島
県
福
山
市
）

グ
ル
ー
プ
の
秋
田
善
祺
元
代
表

（
８
７
）
か
ら
大
臣
在
任
中
に

計
５
０
０
万
円
を
受
領
し
た

と
し
て
、
東
京
地
検
特
捜
部
は

１
５
日
、
収
賄
罪
で
吉
川
元

農
相
を
、
贈
賄
罪
で
秋
田
元

代
表
を
そ
れ
ぞ
れ
在
宅
起
訴

し
た
。
ア
キ
タ
社
関
係
者
や
農

林
水
産
省
幹
部
ら
へ
の
聴
取
を

進
め
、
職
務
に
関
す
る
賄
賂
に

当
た
る
と
判
断
し
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
２
人

は
特
捜
部
の
任
意
聴
取
に
授

受
を
認
め
る
一
方
、
吉
川
被

告
は
「
大
臣
の
就
任
祝
い
だ

と
思
っ
た
」
な
ど
と
賄
賂
性
を

否
定
。
秋
田
被
告
も
「
業
界

の
た
め
に
提
供
し
た
が
、
何

か
の
依
頼
や
お
礼
の
た
め
に
渡

し
た
こ
と
は
な
い
」
と
供
述
し

コ
ロ
ナ
禍
対
応　
涙
の
訴
え

人
員
増
求
め
６
万
筆
署
名

通
常
国
会
に
提
出
、
早
期
成

立
を
目
指
す
。
現
在
の
「
協

力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」

か
ら
強
化
す
る
。

　

政
府
改
正
案
に
よ
る
と
、

自
宅
療
養
な
ど
を
拒
否
し

て
知
事
に
入
院
を
勧
告
さ
れ

た
軽
症
患
者
ら
が
拒
ん
だ

り
、
入
院
先
を
抜
け
出
し
た

り
す
れ
ば
「
１
年
以
下
の
懲

役
か
１
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
」
な
ど
を
科
す
方
針
。
ま

　
【
共
同
】
政
府
は
１
５
日
、

感
染
症
法
を
改
正
し
、
厚
生

労
働
相
や
都
道
府
県
知
事
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

の
受
け
入
れ
に
協
力
す
る
よ

う
医
療
機
関
に
勧
告
し
、
従

わ
な
い
施
設
の
名
称
を
公
表
で

き
る
よ
う
に
す
る
方
針
を
決

め
た
。
厚
労
省
の
専
門
部
会

が
同
日
、
政
府
の
法
改
正
案

を
お
お
む
ね
了
承
し
た
。
政

府
・
与
党
は
１
８
日
召
集
の

　
【
共
同
】
米
国
で
小
児
感

染
症
の
診
療
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
臨
床
試

験
（
治
験
）
に
携
わ
り
、
自

ら
接
種
も
受
け
た
紙
谷
聡
医
師

（
３
９
）
が
１
５
日
ま
で
に

共
同
通
信
の
取
材
に
応
じ
「
接

種
せ
ず
に
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る

リ
ス
ク
を
考
え
て
、
打
つ
か
ど

う
か
を
決
め
て
ほ
し
い
。
ワ
ク

チ
ン
の
正
し
い
情
報
を
伝
え
た

い
」
な
ど
と
語
っ
た
。

　

米
国
で
は
昨
年
１
２
月

１
４
日
に
医
療
従
事
者
ら
へ
の

ワ
ク
チ
ン
優
先
接
種
が
始
ま
っ

た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン

タ
に
あ
る
エ
モ
リ
ー
大
の
病
院

で
コ
ロ
ナ
の
重
症
患
者
も
診

る
紙
谷
医
師
に
は
同
２
２
日
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
製
の
２
回
接
種
の

う
ち
、
１
回
目
の
順
番
が
回
っ

て
き
た
。

　

左
腕
への
筋
肉
注
射
は
数
秒

で
終
了
。「
直
後
は
注
射
の
箇

所
を
押
す
と
痛
み
、
軽
い
だ
る

さ
も
感
じ
た
が
生
活
に
支
障
は

張
っ
て
い
る
が
、
昨
年
春
以
降

は
２
日
連
続
の
休
日
は
ほ
ぼ

取
れ
て
い
な
い
。
倒
れ
る
人
も

い
る
」
と
訴
え
た
。

　

感
染
者
が
増
え
、
濃
厚
接

触
者
や
詳
し
い
経
路
を
調
べ
る

「
積
極
的
疫
学
調
査
」
が
翌

日
以
降
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

を
連
絡
す
る
態
勢
を
整
備
す

る
。
陽
性
と
判
明
し
た
場
合

は
医
療
機
関
に
引
き
継
ぎ
、

入
院
や
任
意
捜
査
と
す
る
な

ど
の
措
置
を
取
る
。

　

警
視
庁
の
留
置
施
設
で
の

感
染
者
は
計
３
８
人
。
昨
年

１
２
月
に
は
、
新
宿
署
に
収
容

さ
れ
た
１
７
人
が
感
染
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
集
団
感

染
の
可
能
性
が
あ
り
、
収
容
者

を
他
の
施
設
に
移
送
し
て
留
置

場
を
一
時
閉
鎖
し
た
。

宜
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の

趣
旨
を
知
り
な
が
ら
、
秋
田

被
告
か
ら
２
０
１
８
年
１
１

月
２
１
日
に
東
京
都
内
の
ホ

テ
ル
で
２
０
０
万
円
、
１
９

年
３
月
２
６
日
と
同
８
月

２
日
に
大
臣
室
で
そ
れ
ぞ
れ

２
０
０
万
円
と
１
０
０
万
円

を
受
け
取
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

最
初
の
授
受
は
吉
川
被
告

が
国
会
で
Ａ
Ｗ
に
つ
い
て
答
弁

し
た
当
日
で
、
農
水
省
は
そ

の
後
国
際
機
関
に
反
論
書
を

出
し
た
。
特

捜
部
は
現
金

に
は
、
Ａ
Ｗ

対
応
の
謝
礼

や
日
本
政
策

金
融
公
庫
の

貸
付
条
件
緩

和
を
求
め
る

趣
旨
も
あ
っ
た

担
が
か
か
る
と
指
摘
し
「
感

染
者
と
（
保
健
所
）
の
信
頼

関
係
に
ひ
び
が
入
ら
な
い
よ

う
、
慎
重
に
議
論
を
し
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
患
者
の
病
床
は
各
地

で
不
足
し
て
い
る
が
、
受
け
入

れ
は
大
病
院
が
中
心
。
中
小

の
民
間
病
院
は
数
が
多
い
も
の

の
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
不
足
し
、

院
内
感
染
を
防
ぐ
態
勢
が
整

わ
な
い
た
め
受
け
入
れ
は
進
ん

で
い
な
い
。

　

厚
労
省
は
病
床
を
重
症
患

者
の
治
療
に
用
い
る
た
め
、
軽

症
患
者
に
は
自
宅
や
ホ
テ
ル
で

の
療
養
を
要
請
し
て
い
る
が
、

強
制
力
は
な
く
無
断
外
出
す

る
例
も
あ
る
。
法
改
正
で
は
、

無
断
外
出
し
た
療
養
患
者
に

対
し
て
は
都
道
府
県
知
事
が

入
院
を
勧
告
で
き
る
上
、
こ
の

場
合
は
患
者
に
入
院
費
用
を

負
担
さ
せ
る
こ
と
を
想
定
。
現

在
は
コ
ロ
ナ
患
者
の
入
院
費
用

は
公
費
で
支
払
わ
れ
て
い
る
。

　

軽
症
患
者
ら
の
自
宅
や
ホ
テ

ル
で
の
療
養
中
は
、
知
事
が
食

事
や
日
用
品
の
提
供
に
努
め
る

よ
う
求
め
る
が
、
十
分
に
提
供

さ
れ
な
け
れ
ば
食
事
の
購
入
な

ど
の
た
め
外
出
せ
ざ
る
を
得
な

い
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
、
実
効

性
に
は
課
題
が
残
る
。

　

療
養
患
者
や
感
染
者
と
濃

厚
接
触
し
た
人
に
は
、
保
健

所
な
ど
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て

健
康
状
態
を
報
告
す
る
義
務

を
課
す
が
、
罰
則
規
定
は
設

け
な
い
。

と
し
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
も
計
１
３
０
０
万

円
の
授
受
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
が
、
特
捜
部
は
職
務
権
限

が
伴
わ
な
い
と
し
て
立
件
を

見
送
っ
た
。

　

秋
田
被
告
は
１
９
年
２

月
に
河
井
被
告
の
政
治
団
体

が
主
催
し
た
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
で
２
３
４
万
円
を
、

同
８
月
に
吉
川
被
告
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
３
０
０
万
円
を
、
ア

キ
タ
社
社
員
ら
１
６
人
の
名

前
を
使
い
、
名
義
を
偽
装
し

て
支
払
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

吉
川
被
告
は
昨
年
１
２

月
２
２
日
に
衆
院
議
員
を
辞

職
。
心
臓
病
に
伴
う
手
術
を

受
け
、
東
京
都
内
で
入
院
中

と
み
ら
れ
る
。
特
捜
部
は
議

員
会
館
な
ど
を
家
宅
捜
索

し
、
逃
亡
や
証
拠
隠
滅
の
恐

遺
族
が
一
緒
に
慰
霊
碑
を
訪

れ
た
。

　

午
前
１
１
時
す
ぎ
、
ゼ
ミ

の
学
生
４
人
を
亡
く
し
た
法

政
大
名
誉
教
授
の
尾
木
直
樹

さ
ん
（
７
４
）
が
、
慰
霊
碑
へ

寄
り
添
う
よ
う
に
四
つ
の
花
束

を
供
え
黙
と
う
。
静
か
に
現

場
を
見
つ
め
た
後
「
５
年
た
て

ば
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
整
理

で
き
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
周

り
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見

て
、
亡
く
な
っ
た
４
人
は
あ
の

ま
ま
な
ん
だ
と
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
よ
り
苦
し
く
感
じ
る
」
と

語
っ
た
。

　

長
野
県
佐
久
地
域
振
興
局

の
吉
沢
久
局
長
（
６
０
）
は

「
学
生
ら
が
社
会
人
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
と
思
う
と
胸

が
痛
い
。
バ
ス
業
者
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
大
変

だ
と
思
う
が
、
安
全
を
お
ろ

そ
か
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
た
。

県
内
の
自
動
車
関
連
会
社
で

顧
問
を
務
め
る
小
林
務
さ
ん

（
８
２
）
は
、
事
故
を
独
自

に
検
証
し
て
出
版
し
た
本
を

供
え
「
書
い
て
残
し
て
お
か
な

い
と
風
化
し
て
忘
れ
ら
れ
て
し

　
【
共
同
】２
０
１
６
年
１
月
、

長
野
県
軽
井
沢
町
で
大
学
生

ら
１
５
人
が
死
亡
、
２
６
人

が
重
軽
傷
を
負
っ
た
ス
キ
ー
バ

ス
転
落
事
故
か
ら
１
５
日
で

５
年
と
な
っ
た
。
花
や
千
羽
鶴

が
供
え
ら
れ
た
現
場
付
近
の

慰
霊
碑
に
は
、
発
生
時
刻
の

１
５
日
未
明
か
ら
午
前
に
か

け
て
も
再
発
防
止
を
願
う
業

界
や
地
元
関
係
者
ら
が
訪
れ
、

「
事
故
が
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う

に
」
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
強
く
し
た
。

　

次
男
寛
さ
ん
＝
当
時

（
１
９
）
＝
を
亡
く
し
た
大

阪
府
吹
田
市
の
田
原
義
則
さ

ん
（
５
５
）
は
、
妻
由
起

子
さ
ん
（
５
４
）
と
共
に
献

花
。
午
後
１
時
ご
ろ
、
犠
牲

に
な
っ
た
大
学
生
の
複
数
の

打
た
な
い
リ
ス
ク
考
え
決
め
て

米
で
接
種
の
日
本
人
医
師

コ
ロ
ナ
病
床
　受
け
入
れ
強
化

入
院
勧
告
拒
む
患
者
に
罰
則

な
く
、
翌
日
に
は
消
え
た
」。
米

疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）

か
ら
届
い
た
健
康
状
態
の
確
認

メ
ー
ル
に
も
「
問
題
な
い
」
と

答
え
た
と
い
う
。
今
月
１
３
日

に
２
回
目
の
接
種
も
終
え
た
。

　

欧
米
で
は
接
種
後
、
重
い

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
症
状
が
少
数
報
告

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

紙
谷
医
師
は
「
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
基
本
的
に

は
ま
れ
な
事
象
。
治
療
薬
も

あ
る
」
と
す
る
。「
副
反
応
が

心
配
な
人
は
多
い
と
思
う
が
、

打
つ
場
合
と
打
た
な
い
場
合
の

両
方
に
つ
い
て
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
比
較
し
て
考
え
る

大阪の保健師「もう限界」

事
故
５
年　
犠
牲
者
慰
霊

　
「
忘
れ
ぬ
よ
う
」
誓
い
込
め

べ
き
だ
」

　

現
時
点
で
他
に
深
刻
な
問

題
は
な
い
と
し
て
「
特
に
、
コ

ロ
ナ
が
重
症
化
し
や
す
い
高

齢
者
や
持
病
が
あ
る
人
に
は

接
種
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と

考
え
て
い
る
と
い
う
。

　

富
山
大
卒
。
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
評
価
を
学
ぶ
た
め

２
０
１
５
年
に
渡
米
、
１
８

年
か
ら
エ
モ
リ
ー
大
で
小
児
感

染
症
の
診
療
に
従
事
し
、
モ
デ

ル
ナ
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
治
験

に
も
関
わ
る
。

　
「
ネ
ッ
ト
上
の
誤
情
報
を
信

じ
る
人
を
減
ら
し
た
い
」
と
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
情
報
発
信
も

し
て
い
る
。

　
【
共
同
】
警
視
庁
が
、
新
た

に
留
置
さ
れ
る
予
定
の
容
疑

者
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
全
員
に
実
施

す
る
こ
と
が
１
５
日
、
警
視

庁
関
係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ

た
。
早
け
れ
ば
来
週
に
も
開

始
す
る
。
全
国
の
警
察
で
初
め

て
の
試
み
と
い
う
。

　

警
視
庁
で
は
こ
れ
ま
で
、

発
熱
な
ど
感
染
が
疑
わ
れ
る

症
状
が
出
て
い
た
り
、
家
族

ら
周
辺
に
感
染
者
が
い
た
り

し
た
容
疑
者
に
対
し
、
医
療

機
関
に
依
頼
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
実
施
し
て
い
た
が
、
今

後
は
無
症
状
を
含
め
全
員
を

対
象
と
す
る
。

　

警
視
庁
施
設
に
検
査
機
器

を
設
置
し
、
警
察
署
な
ど
か

ら
検
体
を
運
び
入
れ
、
結
果

新
規
留
置
者　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
実
施
へ

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
　
警
視
庁
、全
国
初

ピ
ン
ク
色
の
花
が
咲
き
始
め
、

一
足
早
く
春
の
訪
れ
を
告
げ
て

い
る
。
見
頃
は
１
月
下
旬
〜

２
月
上
旬
。

　

植
物
園
に
よ
る
と
、
台
湾

に
自
生
す
る
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
の

園
芸
品
種
。
今
年
は
気
温
が

低
い
影
響
で
、
や
や
開
花
が

遅
れ
て
い
る
。「
正
月
桜
」
と

も
呼
ば
れ
、
高
知
で
は
毎
年

１
月
に
開
花
す
る
。

　

園
内
に
は
約
４
０
種
類
の

桜
が
あ
り
、
４

月
に
か
け
て
順

次
開
花
し
て
い

く
。広
報
担
当
は

「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
大

変
な
中
だ
か
ら

こ
そ
、
青
空
を

背
景
に
咲
い
た

桜
を
見
て
癒
や

さ
れ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

吉川貴盛元農相 （共同） 

れ
が
な
く
、
身
柄
拘
束
の
必

要
は
な
い
と
判
断
し
た
も
よ

う
だ
。

ま
う
。
傍
観
者
で

あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
力
を
込
め

た
。

　

バ
ス
を
運
行

し
て
い
た
イ
ー
エ

ス
ピ
ー
（
東
京

都
羽
村
市
）
の

高
橋
美
作
社
長

（
５
９
）
は
１
４

日
、「（
１
５
日
で
）

事
故
か
ら
５
年
を

迎
え
、
当
日
と
変

わ
ら
ず
、
謝
罪
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
」
な
ど
と

す
る
文
書
を
公
表

し
た
。

　

事
故
は
１
６
年

１
月
１
５
日
午
前
１
時
５
０

分
ご
ろ
発
生
。
東
京
を
出
発

し
長
野
県
内
の
ス
キ
ー
場
に

向
か
っ
て
い
た
ツ
ア
ー
の
大
型

バ
ス
が
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
き
れ

ず
国
道
バ
イ
パ
ス
脇
の
崖
下
に

転
落
し
た
。
県
警
は
１
７
年
、

業
務
上
過
失
致
死
傷
容
疑
で

高
橋
社
長
と
当
時
の
運
行
管

理
者
だ
っ
た
元
社
員
を
書
類

送
検
し
、
長
野
地
検
が
捜
査

を
続
け
て
い
る
。

元
代
表
、規
正
法
違
反
罪
も

吉
川
元
農
相
を
在
宅
起
訴

鶏
卵
大
手
500
万
円
収
賄
罪

保健所の人員増と機能強化を求める署名約６万１千筆を提出し、記者会
見する保健師ら＝15日午後、大阪府庁 （共同）

と
い
う
。
別
の
保
健
師
は
「
後

ろ
倒
し
に
な
っ
て
し
ま
い
、
不

安
な
人
を
放
置
す
る
こ
と
が

心
苦
し
い
。頑
張
っ
て
も
頑
張
っ

て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と

口
に
し
た
。

　

署
名
は
府
庁
や
病
院
、
研

究
所
な
ど
大
阪
府
に
関
係
す

る
職
場
で
働
く
人
ら
が
所
属

す
る
「
大
阪
府
関
係
職
員
労

働
組
合
」
が
昨
年
１
０
月
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
か
ら
集

め
、６
万
１
１
４
３
人
分
（
今

月
１
４
日
現
在
）
の
賛
同
が

得
ら
れ
て
い
る
。

　

会
見
で
は
府
職
労
が
昨
年

８
月
か
ら
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
発
信

し
て
い
る
保
健
所
職
員
の
声
も

紹
介
。「
検
査
や
病
院
の
調
整

で
休
日
も
寝
ら
れ
な
い
。
過
労

死
手
前
」「
大
み
そ
か
に
出
勤

し
、
帰
宅
し
た
の
は
午
前
０

時
す
ぎ
。
深
夜
３
時
に
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
か
ら
連
絡
が
来
る
」

　
【
共
同
】
高
知
市
の
高
知
県

立
牧
野
植
物
園
で
、
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
の
濃
い

スキーバス転落事故から５年、現場近くに立つ慰霊碑に
向かい、手を合わせる次男の寛さんを亡くした田原義則
さん＝ 15日午前 11 時 26 分、長野県軽井沢町 （共同）

スキーバス転落事故の現場で
慰霊後、沈痛な表情で取材に
応じる法政大名誉教授の尾木
直樹さん＝15日午前 11時ご
ろ、長野県軽井沢町 （共同）

「
ワ
ク
チ
ン
の
正
し
い
情
報
伝
え
た
い
」

た
、
保
健
所
が
行
う
行
動
歴

調
査
を
感
染
者
が
拒
否
し
た

り
、
虚
偽
回
答
を
し
た
り
す

れ
ば
６
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
と

す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

　

罰
則
の
新
設
を
巡
っ
て
は
、

私
権
の
制
限
に
つ
な
が
る
と
し

て
野
党
や
複
数
の
学
会
が
反

対
。
専
門
部
会
で
も
、
田
中

敦
子
・
東
京
都
福
祉
保
健
局

技
監
が
運
用
で
保
健
所
に
負

な
ど
と
悲
痛
な
内
容
で
、
小

松
康
則
執
行
委
員
長
は「
２
０

年
前
に
比
べ
、
府
内
の
保
健
所

の
数
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
こ

と
も
問
題
の
一
因
だ
」
と
指
摘

し
た
。

　

府
職
労
に
は
署
名
と
と
も

に
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
他
地
域

の
保
健
所
の
窮
状
を
訴
え
る

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

▲
高
知
県
立
牧
野
植

物
園
で
咲
き
始
め
た

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
カ
ン

ヒ
ザ
ク
ラ
＝
15
日
午

前
、
高
知
市 （
共
同
）

高知県

サクラ、一足早い春
県立牧野植物園

大相撲番付表（共同）

軽井沢スキーバス転落

東
京
地
検

特
捜
部
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